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	 本論文は、フランスの作曲家リュック・フェラーリ Luc Ferrari (1929-2005) が創作した 8
作の《ほとんど何もない Presque rien》作品群全体像を検証するための準備として、そのう




会 Association Presque Rien」1という名を持つ。また、彼のインタビューを収載した書籍2と
ドキュメンタリー映画3の題名は「リュック・フェラーリとほとんど何もない Presque Rien 
avec Luc Ferrari」と名付けられている。プレスク・リヤン協会によって 2011 年より隔年開
催されている──生前フェラーリが録り貯めた音響素材を用いることが条件の──創作
コンペティションの名もまた「プレスク・リヤン賞 Prix Presque Rien」だ。1998 年に実施
されたダン・ウォーバートン Dan Warburton によるフェラーリへのインタビュー4では、最
初の《ほとんど何もない》であるフィックスト・メディアの電子音響音楽作品《ほとんど
何もない第一番あるいは海岸の夜明け Presque rien n ̊1 ou Le lever du jour au bord de la mer》
(1967-70) （以下《第一番》と略記）がフェラーリの最も有名な作品であるとの指摘に作
曲家本人も同意しながら、それが何故なのか分からないとも話す。この作品についてデイ
ヴィッド・グラブス David Grubbs は、「聴覚によるある風景の表象」であり、フェラーリ
の「もっとも有名」かつ「悪名高い作品」5と位置付ける。また、フランスのクレ Crest で
毎年開催されているフュチュラ音楽祭 Festival Futura6にて、フェラーリ没後 10 年を記念し
2015 年に行われたオマージュ・コンサートで演奏されたのは《第一番》から《ほとんど何
                                            
1 2006 年 6 月 30 日、ブリュンヒルド・フェラーリ夫人を中心として設立された。 
2 Jacqueline Caux, Presque rien avec Luc Ferrari, Nice: Main d’œuvre, 2002.  
3 Jacqueline Caux and Olivier Pascal, director; Presque rien avec Luc Ferrari, ELICA: VPO-4290 (DVD), 
Recorded 2003, released 2008.  
4 Paris Transatlantic. Luc Ferrari: Interview by Dan Warburton, July 22, 1998. 
http://www.paristransatlantic.com/magazine/interviews/ferrari.html  accessed July 21, 2016 
5 デイヴィッド・グラブス『レコードは風景をだいなしにする ジョン・ケージと録音物たち』若尾裕、
柳沢英輔訳、東京：フィルムアート社、2015 年、133 頁。 
6 1992 年にロベール・キュルテ Robert Curtet、ドゥニ・デュフール Denis Dufour、ジャン・フランソワ・
マンジャール Jean-François Minjard によって創始されたアクースマティック芸術のための国際音楽祭。現































                                            
7 Évelyne Gayou, “Entretien avec Brunhild Meyer-Ferrari,” in Portraits polychromes n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. 





仕事も多く、イタリア、ドイツは時としてフェラーリの創作の舞台となり材料となった。	 	  
	 幼少期に遡れば、両親が彼の姉妹に買ったピアノに初めて触れた 3、4 歳の頃、そこか
ら出てくる音に興味を抱くようになる9。10 歳になった頃に父親が持ち込んだラジオで聞
いた、後に作曲を師事することとなるアルチュール・オネゲル Arthur Honegger (1892-1955) 






	 パリ国立高等音楽院では、同世代の他の作曲家らと同様にオリヴィエ・メシアン Olivier 
Messiaen (1908-92) の楽曲分析のクラスに通った10。その最中、ミュジック・コンクレート
musique concrète と最初の出会いを果たす。それは音楽院のホールで行われた、ピエール・










た。当初は GRMC（ミュジック・コンクレート研究グループ Groupe de Recherche de Musique 
                                            
9 以下、幼少期のエピソードや生い立ちについては、主にジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリと
ほとんど何もない インタヴュー&リュック・フェラーリのテクストと想像上の自伝』椎名亮輔訳、東京：
現代思潮新社、2006 年 と、Évelyne Gayou, “Entretien avec Brunhild Meyer-Ferrari,” in Portraits polychromes 
n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. Paris: Ina-GRM, 2007) : 55-64.を参照した。前者は日本語で読めるものとしてはま
とまった分量のある唯一の「リュック・フェラーリ本」である。 
10 例えばジャン・バラケ Jean-Henri-Alphonse Barraqué (1928-73) は「当時多くの若い作曲家たちを惹きつ
けてやまなかったメシアンのアナリーゼのクラスに定常的に参加していた。そのほかの作曲の授業はま
ったく受けたことがなかったという。」長木誠司『前衛音楽の漂流者たち〜もう一つの音楽的近代』東京：
筑摩書房、1993 年、207 頁。 
11 ジャクリーヌ・コー『リュック・フェラーリとほとんど何もない インタヴュー&リュック・フェラー
リのテクストと想像上の自伝』椎名亮輔訳、東京：現代思潮新社、2006 年、30 頁。 
 6 






	 一方でフェラーリは 1964 年に「逸話的音楽 musique anecdotique」を始動させ、その頃に
は既にシェフェールとの価値観の違いが大きくなっていた。1966 年に GRM を離れて以降、
パリに限らず様々な地で活発な活動を続けた。もはや彼は「フランスのミュジック・コン
クレート作曲家」ではなかった。ストックホルムで実験音楽の教授、DAAD の招聘による







2017 年 7 月 5 日のことだった。パリ 12 区にあるアンリのスタジオ兼自宅は取り壊しが決
定し、それを阻止しようと署名活動が繰り広げられたことは記憶に新しい。また、ピエー
ル・ブーレーズ Pierre Boulez (1925-2016) も 2016 年 1 月 5 日に逝去した。フェラーリと同
時期に同じ地域で活動した同世代の作曲家が相次いでこの世を去ったことになる。同世代
とはいっても、彼らはフェラーリとは大きく異なる作曲家人生を歩んだ。 




エのために作曲した《現代のためのミサ Messe pour le temps présent》(1967) や《セレモニ
ーCeremony》(1969) でロックの要素を取り入れ、既にジャンルの垣根を超えた取り組みを
盛んに実践していた。また、フェラーリが 1971 年最初のヘールシュピールで 1 時間を超
                                            
12 ティム・ホジキンスン、ピエール・シェフェール「インタビュー ドレミの外では何もできない…」、『ユ
リイカ』小林善美訳、第 30 巻 4 号、1998 年、93 頁。 
 7 
える長い作品を創作する機会を得たのに先立って、アンリは 1 時間 41 分の大作《ヨハネ
の黙示録 Apocalypse de Jean》(1968) を個人のスタジオで制作していた。器楽作品や映画な
ど、様々な分野・作品形態による創作を手がけていったフェラーリとは対照的に、アンリ
は電子音響音楽に生涯を費やしたといってもよい。彼の作品カタログ13を見れば一目瞭然




















                                            
13 Ircam, B.R.A.H.M.S., “Pierre Henry œuvres/effectif,” 
http://brahms.ircam.fr/composers/composer/1611/#works_by_genre.  accessed October 22, 2018. 
14 椎名亮輔、ピエール・アンリ「インタビュー ミュージック・コンクレートの 50 年 作曲家ピエール・
アンリ」、『ユリイカ』第 31 巻 7 号、1999 年、72〜73 頁。 
15 同前、74 頁。 




















名を冠した作品は 7 作と 1 シーケンス──本論文中では 8 作として扱う──に及ぶ。フィ
ックスト・メディアの電子音響音楽 4 曲、ドキュメンタリー映画 1 作（2 部）、器楽と電子
音響のミクスト作品 2 曲、さらにヘールシュピール内の 1 シーケンスに、この題名が採用









                                            
18 コー、42 頁。 
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Film Documentaire en deux épisodes:
Presque rien ou le désir de vivre
I+H0G>/?E Première partie:Le Causse Méjean 55'





Presque rien n ̊2.
Ainsi continue la nuit dans ma tête
multiple







Jetzt, oder wahrscheinlich ist dies mein









5 ba#S Presque rien avec filles 1989.8
05D'G5H<
Bande magnétique stéréo 14'
6 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Presque rien n ̊4.
La remontée du village 1990-98 m"Sons mémorisés 16'
7 zZ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Presque rien avec instruments




















)06kUKR(Jacqueline Caux. Presque rien avec Luc Ferrari. Nice: Main d'œuvre, 2002.)yXP
xOQjp2006f
GBrunhild Ferrari and Jérôme Hansen, eds. Luc Ferrari Musiques dans les spasmes. Dijon: les presses du réel, 2017.
表 1：《ほとんど何もない》作品群リスト 
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	 これら 4 作の作品形態について表 1 を参照すると、初めの 3 作が「ステレオ磁気テープ
Bande magnétique stéréo」、最後の 1 作が「記憶された音 Sons mémorisés」とされている。い
わゆるテープ音楽やフィックスト・メディア作品といった名称で呼ばれる類の、つまりラ
イヴ演奏を伴わない、メディアに固定された電子音響音楽のことである。彼は 1994-95 年
に作曲した《ミシェル・ポルタルの肖像 Portrait de Michel Portal》以降、この種の音楽ジャ
ンルのことを Sons mémorisés20と呼ぶようになった。彼の作品目録を見ると、それまでの











	 なお、本論文中で《ほとんど何もない》フィックスト・メディアの電子音響音楽 4 作、
つまり Bande magnétique stéréoと Sons mémorisés の作品については、単に電子音響音楽と
                                            
20 単数形の son mémorisé と複数形の sons mémorisés がしばしば混同して用いられているが、本質的な意
味の違いを認識しない限りは本論文では複数形に統一して記載する。 
21 ブリュンヒルド・フェラーリ夫人からの電子メール。2017 年 8 月 18 日受信。 
22 Luc Ferrari, “I was Runing in So Many Different Directions,” Translated by Alexandra Boyle, Contemporary 


























する試み」25であると述べる。また、ダニエル・テルッジ Daniel Teruggi は以下のように説
明する。 
 
                                            
23 Ibid. p. 101. 
24 コー、188 頁。 
25 渡邊愛『リュック・フェラーリの電子音響作品における逸話の構造』東京藝術大学大学院音楽研究科



























された「青版」（図 1）を見ると《ほとんど何もない》については表 2 のように記載されて
いる。元々の題名に番号が付されていない《少女たちとほとんど何もない Presque rien avec 
filles》(1989)（以下《少女たち》と略記）には「Presque rien N ̊ 3」、そして《楽器とほとん
                                            
26 Daniel Teruggi, “Les Presque rien de Luc Ferrari,” in Portraits polychromes n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. Paris: 
Ina-GRM, 2007), p. 33. 
27 Alexandre Yterce, “Pour Luc Ferrari,” in Sonopsys 4 (Paris: LICENCES, 2007), p. 2. 
 13 
ど何もない 概念の開拓 5  Presque Rien avec Instruments Exploitation des concept n ̊ 5》(2001) 
には「Presque rien N ̊ 5」とブラケット内に番号付きで記載されていることに注目したい。
一方で《ほとんど何もないあるいは生きる欲望 Presque rien ou le désire de vivre》(1971-72) 
と《ほとんど何もないの後で Après Presque Rien》(2004) に番号は付記されていない。ま
た、ヘールシュピール《いま Jetzt, oder wahrscheinlich ist dies mein Alltag, in der Verwirrung der 






























作品に冠した事例はこの作品群に限らない。例えば 4 作の《トートロゴス Tautologos》
(1961-97) 、5 作の《ヴィザージュ Visage》(1956-59)、6 作の《ソシエテ Société》(1965-69) 
などがある。しかし 8 作にまで及ぶものは他にない。また、GRM を脱退して間もない 1970
年から逝去前年の 2004 年まで継続した《ほとんど何もない》と異なり、《ヴィザージュ》、
《ソシエテ》は 3〜4 年間ほどの比較的短い期間に集中して手がけられたものであった。《ト
ートロゴス》こそ 30 年以上にわたっているものの、《トートロゴスⅢ》(1970) と《トート




























名」であり、例えば 1970 年に近藤譲 (1947-) が作曲したテープとクラリネットのための
《夏の日々》との類似29に関してジョセフ・ラブ Joseph Love が記した LP の作品解説30や、
                                            






















んど何もない》の概念としてミニマリズム、ルポルタージュ、エリック・サティ Erik Satie 
(1866-1925) の「家具の音楽」を挙げた。また、4 作のうちの 2 作あるいは 3 作に共通する
プロセスを複数提示してはいるものの、テルッジ同様に、《ほとんど何もない》電子音響











準備として、本論文ではまず主要な電子音響音楽 4 作を題材としたい。4 作はそれぞれが
独立した個性的な作品として成立している。そのような中で各作品が同一の名を名乗る根
拠・所以はどこにあるのか。フェラーリは何故それらに同名を冠したのか。《ほとんど何
                                            
31 椎名亮輔、リュック・フェラーリ 「インタビュー 音楽の考古学 音楽的散歩者の冒険」、『ユリイカ』
第 32 巻 7 号、2000 年、39〜51 頁。 
32 Daniel Teruggi, “Les Presque rien de Luc Ferrari,” in Portraits polychromes n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. Paris: 
Ina-GRM, 2007), pp. 33-46.  
33 Nicolas Marty, “Presque Rien, de l'anecdote au surréalisme,” in Musurgia, Vol. XVIII, (2011/4) p. 61-78. 
34 Teruggi, “Les Presque rien de Luc Ferrari,” op. cit., p. 45. 
35 エリック・プリウー「リュック・フェラーリ：音から音楽へ」、『月刊フランス語圏情報誌 フラン・パ


































                                            
1 Luc Ferrari, liner notes to “Presque rien n˚1 ou Le lever du jour au bord de la mer” in l’œuvre électronique, 
INA-GRM: Ina G 6017/6026 (CD). Released 2009. 
2 コー、227 頁。 
3 Michel Chion, Une ontologie de la musique concrete (Paris: GRM 1986). 

































ジャケットに書かれたハンシェルグ・パウリ Hansjörg Pauli による作品解説には「現実に
対するケージへの敬意が、鳴り響く『ミニマル・アート』の夢に交差する、電子音響的な
                                            
4 大里俊晴「ミュジーク・コンクレートの栄光と悲惨」、『ユリイカ』第 30 巻 40 号、1998 年、105 頁。 
5 同前。 
6 大久保賢『黄昏の調べ：現代音楽の行方』東京：春秋社、2016 年、補遺 10 頁。 
7 Brigitte Robindoré, “Luc Ferrari: Interview with an Intimate Iconoclast,” Computer Music Journal 22, no. 3 (Fall 
1998), p. 13. 
8 Seth Kim-Cohen, In The Blink of An Ear: Toward a Non-Cochlear Sonic Art (New York and London: 
Continuum, 2009), p. 179. 
9 Eric Drott, “The Politics of Presque Rien.” In Sound Commitments: Avant-garde Music and the Sixties, Oxford 
University Press, 2009, p. 156. 
 20 
自然の写真術である」10と記され、ここでもケージが引き合いに出されている。このレコ
ードの B 面には、4 人のソリストと 16 の楽器のための《ソシエテⅡ そしてもしピアノが
女体だったら SociétéⅡ. Et si le piano était un corps de femme》(1967) が収録されている。ピ
アノを女性の身体に見立て、3 人の打楽器奏者がピアニストに嫉妬をして演奏中のピアニ
ストの手を鍵盤上で潰したりする、演劇的要素を含む作品である。なおこの作品は《ソシ
エテⅤ 参加すべきか不参加であるべきか Société Ⅴ- Participation or not participation》





における女性の立場など、1968 年の準備をしていた」11と語った。1968 年は、いわゆる 5
月革命が勃発した年だ──そしてフェラーリが旅先の漁港で《第一番》のための音響を録
音した年でもある。フェラーリはこの時 39 歳、学生が先導したこの運動には「暴力は好





社会を見つめ、世界の悲惨な出来事に衝撃を受けた14。1968 年 5 月には、マイクとポータ
ブル・レコーダーを手に街へ出て、騒動の只中にあるパリを録音した。その時に録音した
と思われるテープは、今もフェラーリのアトリエに残されている（図 2）。 
                                            
10 Hansjörg Pauli, liner notes to Luc Ferrari, Presque rien n˚1 ou Le lever du jour au bord de la mer, Deutsche 
Grammophon: 2543 004 (LP), Released 1970. 
11 Luc Ferrari: Interview by Dan Warburton, July 22, 1988, op. cit. 
12 Ibid. 
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	 1967 年にはドイツ学術交流会（DAAD）の招聘によりベルリンに滞在、翌年 1968-69 年
にはフランス北部アミアンの文化センターMaison de la Culture d’Amiens にて音楽監督を務
めた。この時期の自身の立場やフランスの音楽界についてフェラーリは「フランスにおい








	 筆者は 2013 年に東京藝術大学に提出した修士論文『リュック・フェラーリ、逸脱する
電子音響音楽──《ほとんど何もない第一番》を中心に──』において、シェフェールと
いうイデオロギーに支配されたミュジック・コンクレートの正統や慣習からの逸脱として
                                            
15 Robindoré, op. cit., p. 14. 
16 Ibid. 
図 2：MAI 68 と書かれたテープの束。 


























に録音した音響によるラジオ作品《ファーウエスト・ニュース Far West News》(1998-99)、
第二章でも触れることとなる《シャンタル、あるいは或る村の女性の肖像 Chantal, ou le 
portrait d'une villageoise》(1977-78) の 3 作を分析したアレハンドロ・レイナ Alejandro Reyna
                                            
17 《第一番》に限らず、《第四番》までの《ほとんど何もない》電子音響音楽作品 4 作は録音された音響
の断片を繋ぎ合わせて作られており、フェラーリのスケッチではそれらの断片を如何に組み合わせて作
品を構築するかが計画されている。プレスク・リヤン協会所蔵。 
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しマルセイユで生まれていたらどうだったろうかと問う。注目したいのは自伝 n ̊ 16 (1997) 
である。この自伝では、彼が生まれたパリのロラン通りや、かつて通ったアンリ 4 世高校、
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42 フェラーリ「センチメンタル・テールズ」、219 頁。 
図 3：ロラン通り。2014 年 9 月 9 日、パリにて筆者撮影。 
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44 Yterce, et al., “Entretien réalisé autour de Luc Ferrari le 21 septembre 2006 au studio 116 du GRM,” op. cit., p. 
26. 
図 4：リュテス闘技場。2014 年 9 月 9 日、筆者撮影。 
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とんど何もない第二番 こうして夜は私の多重頭脳の中で続いて行く Presque rien n ̊ 2. 





                                            
45 Jacqueline Caux, “Luc Ferrari, l'homme des Presque rien,” in Portraits polychromes n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. 
Paris: Ina-GRM, 2007), p. 84.  
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Stéphane Ollivier. In Revue et Corrigée, No.5, 1990, pp.4-7.) 木下樹親訳、110 頁。  
49 椎名、フェラーリ「インタビュー 音楽の考古学 音楽的散歩者の冒険」43 頁。 

















                                            
51 コー、227 頁。 
52 2016 年 5 月 10 日、京都の同志社大学にてブリュンヒルド・フェラーリ夫人への取材。 
53 TZ Vela Luka. http://tzvelaluka.hr/en/povijest-i-kultura. accessed September 13, 2017. 




図 7：記念碑の左下拡大。下から 6 段目に「FERRARI FRANCE」の文字がある。 
2016 年 9 月 5 日、ヴェラ・ルカにて筆者撮影。 
図 6：モザイクの記念碑。2016 年 9 月 5 日、ヴェラ・ルカにて筆者撮影。 
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	 筆者は 2016 年 9 月にコルチュラ島を訪れ、ヴェラ・ルカ文化センターCentar za Kulturu 











                                            
54 Centar za Kulturu Vela Luka http://www.czkvl.hr/. accessed September 13, 2017. 
55 Stojan Cellč ed. Međunarodni susret likovnih umetnika Vela Luka '68. Vela Luka: Narodno sveučilište, 1968. 
図 8：：Međunarodni susret likovnih umetnika Vela Luka '68, p.34. 
に掲載されているフェラーリの写真 
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加者が見られる56ことも興味深い。参加した田淵安一 Yasse Tabuchi (1921-2009) の自伝に 





	 文献の序文によると、この芸術家の国際カンファレンスは 1968 年 8 月に行われ、ユー





表者 Filip Marinovićの他、フェラーリ夫妻をヴェラ・ルカに招待した彼らの友人である Kosa 
Bokšan と Petar Omčikus の名も連なる。 
 
                                            
57 田淵安一『西の眼、東の眼』東京：新潮社、2001 年、91 頁。 
図 10：ヴェラ・ルカのモザイク。 















                                            
58 Luc Ferrari, “Primer Vela Luke,” in Međunarodni susret likovnih umetnika Vela Luka '68. Vela Luka: Narodno 
sveučilište, 1968, p. 17. 
59 Ibid. p. 18. 
60 Luc Ferrari, liner notes to “Hétérozygote” in Hétérozygote/J’ai été coupé, Philips: 836 885 DSY(LP). Released 
1969. 
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62 佐藤亜矢子『リュック・フェラーリ、逸脱する電子音響音楽──《ほとんど何もない第一番》を中心
に──』、東京藝術大学大学院音楽研究科修士論文、2013 年、55 頁。 
63 Drott, op. cit., p. 156. 


























                                            
65 Presque rien avec Luc Ferrari. Jacqueline Caux and Olivier Pascal, director; ELICA: VPO-4290 (DVD). 
Recorded 2003, released 2008.  
66 Paris Transatlantic. Luc Ferrari: Interview by Dan Warburton, July 22, 1998. op. cit. 
67 Ibid. 



































73 ブリュンヒルド・フェラーリ夫人からの電子メール 2012 年 12 月 10 日受信。 





























旅行から 1 年半を経た 1970 年 1 月 28 日から 2 月 3 日にかけてハノーファーにあるドイツ・
グラモフォンのスタジオで行われた。この日付はフェラーリの自筆スケッチ表紙に記され
                                            
















れた Maison ONA の楽譜には、上記のスケッチ表紙掲載がありながらも 1967 年録音との記
載があり、出版社ディレクターで作曲家でもあるマキシム・バルテルミ Maxime Barthélemy
は、ひょっとしたら 67 年に録音した後、68 年に再びフェラーリがヴェラ・ルカに訪れた








索を試みようと計画していた矢先に出版された Maison ONA の楽譜に、初演情報が記され
ていたのである。それによると、初演は 1970 年 10 月 25 日にストックホルムの Nutida Musik
によって行われた。Nutida Musikh は国際現代音楽協会 ISCM (International Society for 
Contemporary Music) のスウェーデンのセクションから出版されている、新しい芸術音楽と
サウンド・アートに関する雑誌77であり、1970 年に出版された第 14 号でリュック・フェラ
ーリを特集した。Maison ONA の楽譜によれば、この雑誌に携わる作曲家が手がけたイベ






                                            
76 マキシム・バルテルミ氏からの電子メール、2018 年 7 月 3 日受信。 










	 最後に異稿について述べる。《第一番》が最初に収録された 1970 年の LP レコードでは、
徐々に音量を落とす、フェードアウトの手法で楽曲が締め括られているが、1995 年に
















                                            




























ージュであるとしている84。しかし正確に言えば、当然これは 1968 年 8 月のヴェラ・ルカ
の場所の記録そのものではない。フェラーリの記憶というフィルターを通した、紛れもな
い一種のフィクションだ。だが、同時に現実でもある。フェラーリは、GRM の設立に共









                                            
82 Seth Kim-Cohen, op. cit., p. 181. 
83 Ibid. 
84 Ibid. 
85 Luc Ferrrari, “Autour de Presque rien Entretien avec François-Bernard Mâche (1972),” in Musique dans les 
spasmes, edited by Brinhild Ferrari and Jérôme Hansen. (Dijon, Paris: les presses du réel, 2017), p. 81. 






	 《第二番》は《第一番》が完成した 7 年後、1977 年に作曲された 21 分半ほどの電子音





	《第二番》が完成した 1977 年は、アップル・コンピューターや、ブーレーズによる IRCAM
といった象徴的な企業、組織が創設された年である。《第一番》から《第二番》までのフ
ェラーリ個人としての 7 年間をみると、1972 年にはフェラーリ最初のアトリエであるスタ
ジオ・ビリッヒ Billig を設立し、同じ年にヘールシュピール《肖像＝戯れ Portrait-Spiel》(1971) 















                                            
1 Luc Ferrari, liner notes to Presque rien n˚2. "Ainsi continue la nuit dans ma tête multiple". Ina-GRM: 9104 fe 






























録は、作曲から 20 年以上が経過した 1998 年に行われたウォーバートンとのインタビュー
                                            



























つよう頼む。そこで偶然雫が落ちた、南仏コルビエール地方 Les Corbières のモンガイヤー
ル Montgaillard に、彼らはヴァカンスの目的地を定めた。ポータブル・レコーダーとカメ
                                            
3 Paris Transatlantic. Luc Ferrari: Interview by Dan Warburton, July 22, 1998. op. cit. 
4 Ibid. 
5 「彼は《ほとんど何もない第一番》においてダルマチアで行ったように、スイスのコルビエールにある
小さな村トゥシャンで、車の往来、鳥、鐘、コオロギ、そして犬 [の音響] を録音した」Seth Kim-Cohen, 

















                                            
6 コー、186 頁。 
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響のミクスト作品《北風の見たもの 書法についての省察第三 Ce qu’a vu le Cers. Réflexion 
sur l’écriture n˚3》(1978.5-9) に登場するギターの旋律と明らかに同じモチーフなのである。
つまり《北風の見たもの》では《第二番》を引用していることになる。引用という言い方
に語弊があるならば、ジャン＝イヴ・ボスール Jean-Yves Bosseur が述べたように「行われ
た借用についての組織化や様式化の探求が必ずしも含まれていない」8コラージュとするべ
                                            
7 テルッジは「逆再生」と指摘しており、定かではないがいずれにせよ何某か編集されたフルート演奏の
音響である。Teruggi, “Les Presque rien de Luc Ferrari,” op.cit,, p. 41. 
8 ジャン＝イヴ・ボスール『現代音楽を読み解く 88 のキーワード 12 音技法からミクスト作品まで』栗





















フーレス Henry Fourès (1948-)11 がピアニストとして参加する Le Vivant Quartet が演奏し
ている。ピアノ、ギター、フルート、サクソフォン、パーカッションによって演奏される
この快活な音楽をフェラーリは「想像の民俗音楽






                                            
9 同前。 
10 Luc Ferrari, liner notes to Ce qu’a vu le Cers. Réflexion sur l’écriture n˚3. Le Vivant Quartet. ADDA: 581088 
(CD). Released 1988. 
11 フーレスは 1982 年にフェラーリが設立した組織「回路の詩神協会 La Muse en Circuit」で後に会長職を
務めることとなる。水滴による偶然が幾つもの逸話を導き、幾つもの創作の引き金となったといえる。 
12 フェラーリ「センチメンタル・テールズ」135 頁。 
 53 
だったのか。それは、ドイツでのラジオ放送のために創作されたヘールシュピール《感傷
的な物語 Contes Sentimentaux》(1989-94) の台本を参照すると明らかだ。 























                                            
13 筒井はる香「ドイツにおけるヘールシュピール小史」『センチメンタル・テールズ─あるいは自伝とし
ての芸術』東京：アルテスパブリッシング、2016 年、266 頁。 
14 同前、268〜269 頁。 
15 同前、273 頁。 
16 同前、274〜275 頁。 
17 ブリュンヒルド・フェラーリ『特別講義：ヘールシュピールについて』椎名亮輔訳、東京藝術大学千



























                                            
19 同前。 




22 フェラーリ「センチメンタル・テールズ」132 頁。 
23 同前、130 頁。 
24 同前、135 頁。 






音楽、インタビュー、スライドによる視聴覚スペクタクル作品《トゥシャン、村 11350 番 
Tuchan, village n ̊ 11350》 (1976.7-77.3) と、トゥシャンに住む若い女性とフェラーリ夫妻
の会話を材料にした電子音響音楽作品《シャンタル、あるいは或る村の女性の肖像 Chantal, 
ou le portrait d’une villageoise》(1977.7-78.4) がある。また、《北風の見たもの》に先立つ《書
法についての省察》シリーズである《そして音はガリーグをめぐる 書法についての省察
第一 Et tournent les sons dans la garrigue. Réflexion sur I’écriture n ̊ 1》(1977.8-9)、《失われた
リズムを求めて 書法についての省察第二 Á la recherche du rythme perdu. Réflexion sur 


















                                            
26 コー、74 頁。 































                                            
28 Luc Ferrari, liner notes to Ce qu’a vu le Cers. Réflexion sur l’écriture n˚3. Le Vivant Quartet. ADDA: 581088 





	 初演は 1979 年 11 月 14 日、パリのポンピドゥ・センターの大ホールで行われた30。現在
でもパリで開催されている秋のフェスティバル Festival d'Automne のイベントの一つとし
て、《スイッチ Interrupteur》 (1967)、《細胞 75 Cellule 75》(1975.5-11)、《入り口 Entrée》(1978-79)、


















                                            
29 コー、228 頁。 
30 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Presque rien n° 2.Ainsi continue la nuit dans ma tête multiple,” 
http://lucferrari.com/analyses-reflexion/presque-rien-n-2/. accessed May 24, 2017. 
31 Festival d'Automne à Paris.  
https://www.festival-automne.com/edition-1979/luc-ferrari-diego-masson-interrupteur-cellule-75-presque-rien-2-en















INTERRUPTEUR, pour ensemble de chambre (1967)
CELLULE 75, force du rythme et cadence forçée, pour piano
percussion et bande (1975)
entr'acte
PRESQUE RIEN N° 2, ainsi continue la nuit dans ma tête
multiple, pour bande seule (1978) création
ENTREE, pour quinze intruments (1979) création
BONJOUR COMMENT CA VA?, pour piano, violoncelle et clarinette
basse (1979) création
Document de communication du Festival d'Automne à Paris - tous droits réservés
図 16：Festival d'Automne 1979 のプログラム表紙。 
《第二番》の作曲年が 1978 年とされているが誤記と思われる。「初演 création」の表記が確認できる。 
Festival d'Automne à Paris. 
https://www.festival-automne.com/uploads/Publish/archive_pdf/FAP_1979_MU_02_PRGS.pdf.  
accessed September 10, 2017.  
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	 もう一つ言及しておきたいのはフェラーリの自伝である。《第二番》作曲から初演まで
の空白期間である 1977 年から 79 年の間にフェラーリは n ̊ 9 から 11 まで三つの自伝をし
たためた。n ̊ 9 には 1977 年の年号が振られ、「この自伝は削除せざるをえなかった（中略）
というわけで、ここには何も置かない」33とされている。フェラーリは削除の理由を「謎
めいて詩的な書かれ方が私にはほんとうにくだらないと思われた」、「役に立つ具体的なも





















                                            
33 フェラーリ「自伝」、62 頁。 
34 同前。 
35 筆者は 2014 年にフランス、アルフォールヴィルにある「回路の詩神協会 La Muse en Circuit」で、タイ
プされたフェラーリの自伝のコピーを入手した。この n ̊ 9 と和訳本に収載されている n ̊ 9 には内容の相
違があり、前者が「もうひとつ」の n ̊ 9 である可能性も考えられる。 
36 フェラーリ「自伝」、63-64 頁。 
 60 








のは《第二番》初演と同年である。自伝 n ̊ 9 を削除せざるをえないとした 1977 年──《第
二番》作曲年──の頃が、フェラーリにとって個人的な事柄を他者へ開示することに消極
的であった時期とするならば、1979 年──《第二番》初演年──頃はそうして閉ざしてい

















                                            
37 同前、65-66 頁。 
38 同前、68-69 頁。 
39 ブリュンヒルド・フェラーリ『特別講義：ヘールシュピールについて』椎名亮輔訳、東京藝術大学千






2-4-1. 《第二番》のスケッチ  
 
	 他作品と同様に《第二番》のスケッチも、夫人の協力を得てフェラーリ自筆のメモをス
キャンした PDF ファイルとして、電子メールで 2016 年 6 月 23 日に受け取った。これらは
《第二番》のテープ内に保管されていたようだ。12 ページに亘り、そのうちの 3 ページに





るまでに 1 年余りを要した。その間にフェラーリは《トゥシャン、村 11350 番》(1976.7-77.3) 
と《そして音はガリーグをめぐる 書法についての省察第一》(1977.8-9) といったトゥシャ
ン関連作に加え、《弟子 Les Apprentis》(1977.7)、《バランスから遠く離れて Loin de l'équilibre》
(1977.9) などの映画音楽も作曲している。《第二番》の構想は多忙な創作活動の最中に練ら
れ始めた。 
	 12 ページ分のスケッチの内訳は以下の通りである。Presque Rien 2 Notes bandes.pdf とフ












②作品名と「雷雨 orage 17’24」、「終了 fin 21’15」のみ書かれたメモ 
③1977 年 9 月、テープ・カウンターのメモ、副題の計画らしきメモ 
④1977 年 10 月 6 日、会話と音響のメモ 














	 続いて②は非常にシンプルなメモで、「雷雨 orage」の横に「17 分 24 秒」、「終了 fin」の
横に「21 分 15 秒」と時間の記述がある。実際の楽曲で雷雨の音響が登場するタイミング、
楽曲の終わる時間とは完全に合致してはいない。全体の骨組みを構築する段階で書かれた
メモであろう。 
	 1977 年 9 月と記された③には気になる記述がある。右上に「『私は風景を取り囲み、そ
してそこに侵入しようと試みる』あるいは、こうして夜は私の集合頭脳の中で続いて行
く ”je cerne un paysage et j’essaie d’y pénétrer” / ou / ainsi se continue la nuit dans ma tête 
collective」（ / は改行）と記されている（図 17）。これは副題の案ではないだろうか。初期
段階で作品タイトルを推敲した痕跡である可能性が考えられる。実際の副題は「こうして



























	 さてこの⑤のスケッチでは、左側に 1)〜15) までの数字が振られ、それぞれの数字の横
には「環境 ambiance」、「コオロギ grillons」といった音響の内容に加え、「40”」、「55”」な
ど秒数が書き留められている。その右側には “j'essaie de pénétrer dans un paysage”（pénétrer
の上に cerner とも）など、楽曲内でフェラーリ夫妻が呟いていた会話の文章が引用符付き
で書かれている。1)〜15) までの数字は、それぞれが録音されたテープの 15 個の断片を表
し、それぞれがどのような音響内容であり、何分何秒間の断片であるのかを示していると
みられる。その横に記された会話内容は、どの断片の箇所に会話を挿入するかが計画され
ているものだろう。しかし、実際の楽曲に聞かれる会話とは一部が合致しない。3) と 4) の
間に書き込まれた ”j’arrive pas à repérer ces oiseaux ! ”、4) と 5) の間の “ils sont mieux, ils 
sont pas ici ?, / - non, pas ici.” 、7) と 8) の間の “ici on entend des insectes très aigus”、10) の
横の “j’ai trouve les insectes très aigus” は、実際の作中には用いられていない。トゥシャン
で多くの会話を録音し、ここに書き記したものの、作品には使用しなかったものだろう。
反対に、楽曲中に聞かれるいくつかの会話はこのスケッチには書き込まれていない。 









は一切ない。例えば⑤のスケッチの 1) には「ambiance → 
“c’est pas bon ici” 40”」と記されているが、④のスケッチの
「1」には「→ “j’essaie de cerner et de pénétrer un paysage – 















	 スケッチ⑥の最上部には「シャンタル Chantal」、その下に 3 行ほどのメモがあるが、上
から黒インクで取り消し線がひかれている。先に挙げた、同じくトゥシャンでの録音を元
にした作品《シャンタル、あるいは或る村の女性の肖像》のことだろう。この楽曲を聴く
と、7 分 20 秒、11 分 04 秒、11 分 35 秒、14 分 12 秒、18 分 26 秒、18 分 34 秒、23 分 36












下には 1) 〜 6) までの数字が振られ、1) 〜 3) にはテープ・カウンターと音響内容、4) は
「Bande multi play」とその下に a) flute pour fin、b) faux insectes、5) には《第二番》の初演
時にポンピドゥ・センターで共にプログラムされた《細胞 75》の題名が見られ、その横に
は Piano、そして 6) は「Multi accord」と書かれている。5) についてはミクスト作品であ
る《細胞 75》との何らかの関連も暗示しているようだ。《細胞 75》は 1975 年に既に完成
している楽曲であり、トゥシャンでの音響がこの作品に採用されているとは考えにくいの
だが、過去作品の題名がメモに混在しているのは興味深い。1) 〜 6) の下には下線付きで







2014、16 年 9 月、このアトリエを訪ねた。ここには《ほとんど何もない》のオリジナル・
テープも存在していた。背表紙とインデックスに《第二番》と書かれたテープが複数あり、
うち 1977 年の年号が記されたものが 4 本あった。「Boîte 1〜4」まで番号が振られ、うち 4














図 20：《第二番》のテープ。2016 年 9 月 10 日、 
アトリエ・ポスト=ビリッヒにて筆者撮影。 
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	 ⑧のスケッチは楽曲後半部についての記述である。「commences insectes ….（判読不能）
11’10」、「Départ insectes Instrumentaux 11’10」はいずれも、虫の鳴き声の開始箇所を示して






のシナリオとなっている。⑨、⑩は「夜の虫 Insectes Nuit」、「テキスト Textes」の二つの縦
線を持ち、0 秒〜12 分 56 秒までの時間の記述と「Insectes Nuit」には音響内容、「Textes」






にも 12 分付近から先の詳細な記述がない。次ページの図 21、22 は⑩、⑫の下半分である
が、楽曲後半についての計画、つまりシーケンス 2 と 3 についての計画がほぼ書かれてい
ないのである。⑩は 12 分 56 秒の「終了 fin」から先がない。「12 分 56 秒」は、実際の楽
曲で虫の鳴き声が消える地点とはやはり 30秒ほどズレがある。⑫の 12分以降は、「Voie A」
に時間数のみの記述と、「Voie B」に前述の「音楽 musique」、その下に「orage 雷雨」、「attaque 
…（判読不能）」と矢印、「Textes C」にはフェラーリが呟く最後の文章が書かれてはいる
が、12 分以前、つまりシーケンス 1 のように細かく音響内容の配置が記されてはいないの
である。このスケッチが主に、録音された現実音の配置についてのメモであることから、





















































                                            
41 収録されている版によって数秒の相違がある。本論文では時間の記述を Presque rien n˚2 Ainsi continue 
la nuit dans ma tête multiple, Luc Ferrari, l’œuvre électronique. Ina-GRM: Ina G 6019 (CD), tracks 4-6. released 
2009. に依拠する。 
42 Ricardo Eizirik, “When thinking about Luc Ferrari I think about... Notes on Aesthetics and Music History,” 
Dissonance 126 (2014): p. 10. 






Luc Ferrari / Presque rien n˚2. Ainsi continue la nuit dans ma tête multiple
½ ° ORWE² p®
DZBWE







Brunhild :  C'est pas bon.
Luc : …..Non, C'est pas bon…..
Æ£"6	
Æ£"$	
1'19"-1'31" Luc J'entends bien des oiseaux de nuit, mais je me demandeoù ils sont, dans quelle direction. J’arrive pas…
vBÄBÅt&213	
331&!1#!Bo#3B5	
2'41"-2'55" Luc Alors je suis allé plus loin, vers le ruisseau. Je crois.D'ailleurs il n'y a pas d'eau.
1&~#oº#	
&	. .~#&"B	
3'00" Luc Ah oui, 

&	
3'32"-3'37" Luc Ils sont nettement trois maintenant. Tu entends ? 1&1#^30	f3Ç
4'54"-4'56" Brunhild on dirait un train +3g´B0	







Brunhild : On ne les entend presque plus.
Luc : J'ai un gros grillon.
PSQWNTKÆ1Bt&* 8!1"$	
SQH@Æw"C>V?30	




8'48"-8'58" Luc Dans la nuit je m'approche, les oiseaux invisibles.Il faut aller encore plus près.
&v«"Ä#µ	
. µ(¨"4'	





Brunhild : C'est bien ici, c'est pas mal.
Luc : Attends, dans ces herbes là.
PSQWNTKÆ11&£"6	
SQH@ÆB¥m	




Et dans la nuit, des oiseaux cachés, et des insectes
mystérieux que je pénètre, alors je suis cerné à mon tour






0'01"-0'19" Luc Ainsi continue la nuit dans ma tête multiple, voilà. 13v&Bu¼Â¡B[YYY
DZBWE3







2-4-3. シーケンス 2（12 分 5 秒〜17 分 15 秒）	
 
	 シーケンス 1 から続く動物たちの鳴き声が響く中、フェラーリが「こうして夜は私の多


























                                            
44 コー、228 頁。 
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2-4-4. シーケンス 3（17 分 15 秒〜21 分 39 秒）  
 
	 シーケンス 2 の「音楽」が遠くへ去り行き、トゥシャンの静穏な「外部の夜」の風景に
戻ったところで再びフェラーリが口を開く。「そして夜は続く、本当に。それは完全に私


























































	 《第二番》から 12 年後、ヘールシュピールの 1 シーケンスに《ほとんど何もない》と
名付けた《いま》からは 7 年後、アナログ磁気テープでの制作として最後の《ほとんど何
もない》である《少女たち》が作曲された。翌年の 1990 年には、オランダの BV Haast か
ら CD が出版されている。過去 2 作では最初の出版が LP レコードだったが、時既に市場
では CD が普及した時代である。《少女たち》は、逸話的音楽の出発点となった《異型接合
体》と、《春景色のための直観的小交響曲 Petite symphonie intuitive pour un paysage de 
printemps》(1973-74)、《ストラトーヴェン Strathoven》(1985) と共に収録され、CD として
発売された。 
	 1980 年代、パーソナル・コンピューターMacintosh の初代モデル発売やインターネット
の誕生など、情報科学技術革新の新境地に差し掛かっていた。IRCAM ではトリスタン・
ミュライユ Tristan Murail (1947-) やフィリップ・マヌリ Philippe Manoury (1952-) らが、技
術者と組んでライヴ・エレクトロニクス作品を発表していた。フェラーリは 1978-80 年に
はパンタン音楽院で作曲教授として後進の指導にあたっていた。若い芸術家への顧慮が








3パリ 15 区に接するヴァンヴに創設された。事業は徐々に拡大し、1986 年にはパリで数日
間に亘る一連のスペクタクル・コンサートを行い「新しい音楽のかたちとして評判となっ
                                            
1 Drott, op. cit., p. 154. 






リの業績が称えられる出来事が続いた。1987 年《そしてもし今すべてが Et si tout entière 
maintenant》(1986-87) のイタリア賞受賞や、1988 年《私は道に迷った、あるいは肖像の迷





1980-82 年にかけては精力的に映画音楽を作曲した。しかし、1984 年の《マチューの眼 Les 




る。第二章で前述したように、フェラーリは 1971 年南西ドイツ放送のラジオのために 80
分の長編作品《肖像=戯れ》を創作したのを手始めに、ラジオ作品の仕事をしばしば手が
けている。フェラーリにおける映画との関わりについては第五章で改めて述べる。 










                                            
4 同前、248 頁。 




























                                            
6 コー、229 頁。 
7 Marty, op. cit., p. 75. 
8 コー、229 頁。 
9 同前。 
10 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Presque rien avec filles,”  


























                                            
11 Teruggi, “Les Presque rien de Luc Ferrari,” op. cit., p. 42. 
12 椎名「リュック・フェラーリ小伝」244 頁。 




15 椎名「リュック・フェラーリ小伝」245 頁 
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フェラーリ本人もブリジット・ロバンドーレ Brigitte Robindoré とのインタビューで、アラ
                                            
16 2017 年 9 月 25 日、モントルイユのフェラーリ邸にてブリュンヒルド・フェラーリ夫人への取材。 
17 同前。 
18 Karl Traugott Goldbach, “Akusmatisches und ökologisches Hören in Luc Ferraris Presque rien avec filles,” in 
ZGMTH (Zeitschrift der Gesellschaft für Musiktheorie), 3/1 (2006) : p. 132.  
19 ブリュンヒルド・フェラーリ夫人からの電子メール。2017 年 8 月 18 日受信。 































                                            
21 Robindoré, op. cit., p. 15..  
22 Ibid. 
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der Blick  (視線) 
der sich entblößt  (自分自身をむき出しに) 
der alles hergibt von sich  (誰が自分自身から全てを与える) 
Indiskretes  (無関心) 
der erste Blick  (最初の視線) 
der nie lügen kann  (誰が嘘をつけないのか) 
und der das ganze Gedächtnis ...  (そして全ての記憶が…) 
Gedächtnis  (記憶) 
die Erinnerung  (思い出) 
alles Licht aufsaugen mit den Augen  (全ての光は目に) 
mit den Augen bezircen  (目隠しして) 
der sich entblößt ...  (誰が裸なの) 
von sich  (それ自身の) 
ein Blick ist immer diskretes  (視線はいつも控えめ) 
und das ist was ich liebe am Blick  (そしてこれは私が見た好きなもの) 
der erste Blick ... (最初の視線…) 
der erste Blick der nie lügen kann und der das ganze Gedächtnis beinhaltet  
          (嘘をつくことができない、そして全ての思い出を含む最初の視線) 
das Gedächtnis  (思い出) 
die Erinnerung an die Tränen aus diesen selben Augen  
         (涙の思い出は同じ目から) 
alles Licht ...  (全ての光…) 
es durch die Augen   (それは目を通して) 
mit den Augen...    (目で) 
der Blick   (視線) 
der alles hergibt    (誰が全てを与える) 
ein Blick ist ...  (視線は…) 
und das ist was ich liebe am Blick   (そしてこれは私が見た好きなもの) 
der erste Blick der ...     (…の最初の視線) 







che resta per sempre     (永遠に残るもの) 
un sentimento     (感情) 
uno sguardo     (視線) 
che muore insieme [or che amore insieme]  (誰と一緒に…死 or 愛) 
ma è vero molto     (しかしそれは真実) 
la verità   (真実) 
e ritenere qualeosa     (そしてそれを臆病と考えて) 
guardare per se stesso    (彼自身を見て) 
e come     (そしてどうやって) 
i colori   (色) 
ma è vero    (しかしそれは真実) 















                                            




	 コーは《少女たち》を聞くと「マネの《草上の昼食 Le déjeuner sur l'herbe》を思い出さず
にいられない」24という。エドゥアール・マネ Édouard Manet (1832-1883) による、裸婦と
正装した男性らが森の中でくつろぐ姿を描いた絵画のことである。3 年後にクロード・モ
ネ Claude Monet (1840-1926) 、その後ポール・セザンヌ Paul Cézanne (1839-1906) やパブロ・


















                                            
24 Jacqueline Caux, “Les Émois Sensuels de Luc Ferrari,” in Sonopsys 4 (Paris: LICENCES, 2007), p. 8.  
25 フランソワーズ・カシャン著、藤田治彦監修『マネ──近代絵画の誕生』遠藤ゆかり訳、大阪：創元
社、2008 年、1 頁。 
26 シルヴィ・パタン著、高階秀爾監修『モネ──印象派の誕生』渡辺隆司、村上伸子訳、大阪：創元社、
1997 年、23 頁。 
27 Caux, “Les Émois Sensuels de Luc Ferrari,” op. cit., p. 8. 






























                                            
29 椎名亮輔「フランス電子音楽の生成期：リュック・フェラーリ周辺の人物たちへのインタビューをめ









①chemise carton 001.jpg 
②Presque Rien a. Filles chemise.jpg 
③PRESQUE RIEN AVEC FILLES.Technique – copie （フォルダ） 
④PresqueRienFilles fran. （フォルダ） 
 
フォルダに格納されていない二つの JPEG ファイル（①、②）は「厚紙のジャケット chemise 
carton」、「ジャケット chemise」とされており、スケッチの表紙のようである。③、④のフ
ォルダ内には複数の JPEG ファイルが格納されており、③の中にある Technique 006.jpg、
Technique 007.jpg、Technique 008.jpg は作曲のためにフェラーリが方眼紙に手書きしたスケ




たちの声が挿入される 7 分 48 秒でシーケンス 2 へ移り、コーダが始まる付近である 13 分














から 008.jpg までの 1 セットのみなので、これらに基づき 1 シーケンスごとに考察する。 
 
 
3-3-1-1. シーケンス 1（0 分 00 秒〜7 分 48 秒）  
 
	 1 ページ目のスケッチ（Technique 006.jpg）は最上部のスキャンが欠けており判読しづら
いが、左上には作品名が書かれているようだ。最上部中央には二重下線付きで「シーケン
ス 1 Seq 1」と記されており、このページが最初のシーケンスのためのスケッチであること
を示している。右上には「Presque rien」の代わりに「Paysage」と記された「少女たちと風

















考えられる。「鳩」の音響は 1 分の地点で完全に姿を消す。 
	 「雷雨」の「1 分」の左横には「13」の数字と、デクレシェンド、クレシェンドが記さ






	 ここで B3 に短い縦線が加わり、マルチ・トラックとなる。B1 とは別のテープに収録さ
れた音響を挟み込む指示である。「1 分 01 秒」から「1 分 09 秒」までのごく短い縦線で、





	 B3 にひかれた僅か 8 秒間の縦線が閉じられた後、「2 分 03 秒」から「2 分 25 秒」まで再
び短い縦線があり、横には「雷雨」とある。これは B1 の「雷雨」の音響を B3 のテープが
引き継いだものとみられる。B1 は 2 分 04 秒から新たな音響が開始されるため、「雷雨」を
続けるには別のテープが必要となり、そこで B3 にバトンタッチしたと推測されるが、聴
覚上の切断はない。 
	 B1 の「雷雨」の次の書き込みは「2 分 04 秒」の「摩擦 Frottement、機械 Machine」であ
る。時間数の左横は「15」の数字と再びデクレシェンドとクレシェンドが書かれている。
素早く金属の表面を擦るような短い音が 2 分 04 秒付近から反復され、徐々に多層となり、
右から左へ移動した後に中央に戻り、再び右から左へと音像を移動しやがて遠ざかってゆ
く。摩擦、擦るという言葉はフェラーリが度々口にしていた。「擦ること」は彼の関心の





















子音とが干渉し合うことで生まれる官能性や親密性を潜在的に内包するのだ。3 分 45 秒辺
りまで摩擦音が続いた後、B1 の縦線は 3 分 48 秒の地点で短い横線で閉じられている。こ
こで B1 のテープは一旦休止符を打つ。 
	 B1 に重なって B2 の縦線が開始される箇所「3 分」には「風 vent」の語があり、シーケ




こすような環境音で満たされる。「4 分」から「4 分 25 秒」まで B3 に再び「雷雨」が訪れ
るが、鈍く雷がくすぶってすぐに消え去っていく。 
	 B1 は小さな余白をおいて「4 分 05 秒」から再び縦線がひかれ、右横には「鳥 oiseaux」
と記される。シーケンス 1 の前半部分を支配した、電子音との境界を行きつ戻りつ漂うよ
うなテクスチュアを有していた「鳩」や「雷雨」の音響に対し、4 分 05 秒から聞かれる鳥
                                            
30 フェラーリ「自伝」77-79 頁。 




	 B2 の「4 分 16 秒」と「4 分 42 秒」に短い横線がひかれ、右横の文字は「くっつく collant」、





から姿を隠す場所を慎重に探しているかのように、5 分 13 秒辺りまで断続的にこのカサカ
サした足音を確認できる。「5 分 10 秒」の縦線部分は四角で囲われて、右横に「PercⅠ」
とある。Percussion のことだ。5 分 14 秒から、ゴールドバッハの表現を借りれば「ドラム
ロール」のような、短いデルタ・サウンドが何度も挿入される。そこから次に声が現れる
7 分 19 秒まで、スネアドラムを叩く音、金属を叩くような音が慎ましく繰り返される。穏
やかな森の環境音の中に到来する異質な存在として、風景に小さな裂け目を生じさせてい
る。 
	 話している内容は聞き取りにくいが、7 分 19 秒に囁く声の主はブリュンヒルド夫人であ







スケッチの B1 には「コオロギ grillon」とある。そして間も無く 7 分 24 秒にはパーカッシ
ヴな電子音が鳴らされる。スケッチの記述がややユーモラスで、B2には「7分 26秒」、「Rock」
と書かれている。ドラムロールと同様に、風景にささやかな裂け目を差し込む役目として
「Rock」がそこにある。そして虫の鳴き声で静かな森の環境音に戻った後、7 分 47 秒に高





3-3-1-2. シーケンス 2（7 分 48 秒〜13 分 15 秒）  
 
	 2 ページ目のスケッチ（Technique 007.jpg）に移る。最上部の左上には作品名、中央には
二重下線付きで「Seq 2」、右上には枠で囲んだ「Paysage avec Filles」のように、シーケン
ス 1 と同様の記載がある。異なるのは、シーケンス 1 にあった B1、B2、B3 に加えて B4
が追加されていることだ。同時に重ね合わせるテープの本数を 1 本追加している。用紙の
左端にある数字が「7 分 48 秒」から開始されており、これは楽曲全体を通した時間数だ。
さらに、それぞれの縦線のすぐ横にはまた別の時間数が書かれている。B1 の縦線の開始位
置を見ると、「0」の数字がある。楽曲全体のうち、シーケンス 2 が始まる 7 分 48 秒の箇










	 鶏鳴を引き金に新たな場面＝シーケンス 2 に切り替わる。このシーケンスは複数の女性
たちの声が主軸となって、スケッチの右上のメモの如くまさに「少女たちと風景」を体現
したような時間が流れる。 
	 図 24 にあるように、B1 の縦線はまず「0」から「2 分 18 秒」まであり、その間に「25
秒」、「50 秒」、「1 分 15 秒」、「1 分 40 秒」、「2 分 05 秒」の箇所に短い横線がひかれるが、
右横に文字が記されているのは「0」の箇所のみである。ここには「クジャク Paon」とあ
る。シーケンスが移るきっかけとなる動物の鳴き声は、鶏鳴ではなくクジャクの鳴き声で
あったのだ。シーケンス 1 から続くこのテープ B1 は、クジャクの鳴き声やコオロギの鳴
き声などの環境音を含むものとみられる。 









	 B3 は「54 秒」＝（シーケンス 1 から通しての時間でいうと）8 分 42 秒から加わる。「3
分 36 秒」に短い横線があり「4 分 43 秒」で縦線が閉じられる。冒頭の右横は「Perc 2」で、
シーケンス 1 にあった「PercⅠ」と同一の短い「ドラムロール」やパーカッションを叩く
ような音響が 8 分 49 秒付近から度々繰り返される。女性たちの声が重なり合う風景に、
再び亀裂を差し挟む存在として登場する。 
	 B4 は「1 分 50 秒」＝9 分 38 秒から縦線がひかれている。最初の記述は再び「摩擦
Frottements」だ。該当箇所を聞いてみると、シーケンス 1 で聞かれたような反復する摩擦
音は現れず、シンバルとドラムのような音響が鳴らされているが、これは B3 のテープの
音響であると思われる。B4 の縦線には「2 分 20 秒」＝10 分 00 秒の箇所に小さな横線があ
り「ファスナーzip」とある。10 分 06 秒の地点で素早くファスナーを上げる（あるいは下
げる）音が聞こえる。聞き流してしまえるほどの小さな音響だ。全体的には比較的大掴み
なスケッチの中で、このささやかな音響をわざわざ書き記していることに着目したい。B4






る記述は「3 分 38 秒」＝11 分 26 秒にもある。11 分 23 秒付近から女性の深い呼吸が聞こ





	 11 分 50 秒のあたりで女性たちの声は遠ざかり、男性の軽快な鼻歌のような──ゴール
ドバッハはクイーカによるサンバのリズムと形容する──旋律が反復される。スケッチで
は、女性の声にあたる B2 の縦線は「4 分 11 秒」＝11 分 59 秒で閉じられ、B1 の「4 分 00
秒」＝11 分 48 秒から「5 分 08 秒」＝12 分 56 秒には「小さな旋律 Petite Melodie」と書き
入れられている。一度閉じられた B2 の縦線は「4 分 56 秒」＝12 分 44 秒に再び現れ「Presque 
de la Forêt」とある。12 分 51 秒付近で女性の深い呼吸音（スケッチには記述なし）と共に
平和で静かなほとんど何もない森の環境音に回帰し、シーケンス 2 は 13 分 15 秒で終焉す
る。聴覚的な分断はないが、このスケッチでは図 25 に示すように「5 分 27 秒」（＝13 分
15 秒）の時間表記が枠で囲われ、B1 から B4 にかけて長い横線で区切られている。 
 
 
図 25：《少女たち》スケッチの一部（Technique 007.jpg）。プレスク・リヤン協会所蔵。 
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3-3-1-3. シーケンス 3（13 分 15 秒〜14 分 05 秒）  
 




	 スケッチは 3 ページ目の Technique 008.jpg を参照する（図 26）。最上部の記載は、左上
に作品名 Presque rien avec filles を略記した「P.R.A.F.」、中央に二重下線付きで「シーケン
ス 3  Seq 3」とあり、シーケンス 1 と 2 のスケッチの右上にあった「Paysage avec Filles」
はもはや書かれていない。少女たちが既にその場を離れていったことを仄めかしているか
のようである。このスケッチでは強弱記号も書かれていない。そして B1 が取り除かれ、




図 26：《少女たち》スケッチの一部（Technique 008.jpg）。プレスク・リヤン協会所蔵。 
 
	 用紙の左端には「13 分 15 秒」、「14 分 05 秒」とあり、シーケンス 2 同様、縦線の最上
部、13 分 15 秒の位置には「0」の数字がある。このシーケンスの開始部分＝0 分 00 秒を
示している。B2 は「0」から「39 秒」までの縦線、「27 秒」、「36 秒」にそれぞれ短い横線
が書き足され、右横には「私、声 moi voix」、「足音 pas」、「鳥 oiseaux」とある。「27 秒」
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つまり楽曲全体では 13 分 42 秒の地点に書かれている「moi voix」は、おおよそ「私の声
ma voix」と同意であろう、実際の楽曲では 13 分 38 秒に、しばらく姿を隠していたフェラ
ーリが「木の上に隠れて caché dans un arbre」と呟く。 
	 続いて B3 の縦線が「28 秒」、楽曲全体の 13 分 43 秒の地点から開始され、「42 秒」つま
り 13 分 57 秒まで続く。その右横に記されているのは「遠くの少女たち Filles au loin」だ





森の環境音の奥に朧げに漂っている。それを見守っていた夫人は「C'est sa nature.」（13 分
46 秒）と言葉を発す。ブリュンヒルド夫人によれば所有形容詞「sa」は鳥のことであると
いい、鳥が鳴いたから It’s his nature.と言ったと話す32。森の中に身を潜めていたフェラー
リ夫妻と共に、鳥が「木の上に隠れて」いたと想像もできよう。 
	 B2「36 秒」、楽曲の 13 分 51 秒の地点の右横に「Pas」とあるが、シーケンス 1 で聞かれ
たような足音、カサカサした物音は、フェラーリの声がする前から断続的に聞こえている。
フェラーリ夫妻が少女たちに気づかれぬようまたそっと歩を進めており、「oiseaux」＝鳥
の囀りは B2 の縦線が閉じられる「39 秒」13 分 54 秒に記されているが、実際にはシーケ
ンス 2 から絶え間無く続いている。 
	 13 分 50 秒再び女性の深い呼吸で楽曲が締め括られる。「0」から開始され「46 秒」まで









                                            





一番》、《第二番》と同じく Bande magnétique stéréo の作品とされている。一方で、プレス
ク・リヤン協会が運営するリュック・フェラーリの公式ウェブサイトを現在閲覧すると、
《少女たち》は「一人の女性ダンサーと記憶された音のための pour danseuse et son 
mémorisé」とされている。公式ウェブサイトは 2017 年 5 月に移転・刷新された。フェラ
ーリの作品、出版、上演などの情報は旧ウェブサイトが稼働していた頃から頻繁に更新さ
れていたため、《少女たち》がダンサーのための作品である記載がいつ追加されたものな
のか追うことは困難だが、筆者が記録しているところでは、少なくとも 2014 年 5 月 18 日














①chemise carton 001.jpg 
②Presque Rien a. Filles chemise.jpg 
③PRESQUE RIEN AVEC FILLES.Technique – copie （フォルダ） 
④PresqueRienFilles fran. （フォルダ） 
                                            
33 2017 年 9 月 19 日、ミラノでのフェラーリ展覧会にてブリュンヒルド・フェラーリ夫人への取材。 










んど何もない》過去 2 作にみられなかった資料である。本項ではこの指示書を検証する。 
 
 
3-3-2-1. 表紙 1 
 
 まずは白黒でスキャンされた①chemise carton 001.jpg のファイルである。ファイル名が
「厚紙のジャケット」とされており、指示書の用紙を束ねた表紙のようなものであろう。
これは手書きのもので、右上に 1993 年 11 月 2 日と日付がある。この時期フェラーリは、
ケルンの WDR（西ドイツ放送）の委嘱を受け、器楽と声楽と電子音響のための《街に開
かれた扉 Porte ouverte sur ville》(1992-93) を作曲していた。この制作中に《少女たち》上
演の計画が始まったようである。日付の下には作品名《Presque Rien avec Filles》が大きく
四角い枠で囲われて、枠の下には「振り付けの準備 Preparation Chorégraphie」と書かれて
いる。ダンサーを率いて上演するための指示を、フェラーリ自らがここに記そうとしてい





月 16 日」とある。これがケルンで行おうとしていた上演の日付であるはずだ。その 1 週
間後にあたる 6 月 23 日と 24 日にパリでダンスを伴って《少女たち》の上演が行われてい
る。2017 年 9 月 25 日にフェラーリ自宅にて、この上演のプログラムを確認した（図 27）。 
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図 28：プログラム冊子内、フランス初演 Création française と書かれている。 
図 27：《少女たち》フランス初演コンサートのプログラム表紙。 
2017 年 9 月 25 日、フェラーリ邸にて筆者撮影。 
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	 プログラムによると、1994 年 6 月 23、24 日の公演が《少女たち》のフランス初演であ
ったことが記録されている（図 28）。世界初演ではなくフランス初演だったということは、
スケッチにある「1994 年 6 月 16 日」にケルンでドイツ初演あるいは再演として──事に
よっては世界初演として──《少女たち》が上演されていた可能性があるのではないか。
実は WDR 委嘱作品である《街に開かれた扉》の初演が 1994 年 6 月 16 日にケルンで行わ
れているのだ36。この年に初めて開催されたケルンのムジーク・トリエンナーレでのこと
だった。オーボエ、クラリネット、バス・クラリネット、パーカッション、アルト、ステ
レオ・テープによる編成のこの作品は、アンサンブル Le Banquet によって演奏された。加
えて《街に開かれた扉》のフランス初演も《少女たち》と同じ 1994 年 6 月 23、24 日パリ




ダンサーは伴わない上演だったろう。1989 年に作曲された《少女たち》は 1990 年に既に
CD として公に出版されているが、コンサート形式でのお披露目は少なくともフランス国
内では 1994 年が最初であり、なおかつ世界初演も同じ年に行われた可能性も推測できる。 
	 ダンスを伴った《少女たち》の上演は二度のみだったとする夫人の証言を紹介したが、
その「二度目」ではないかとみられる上演時の写真をインターネット上で発見した37。1995






3-3-2-2. 表紙 2 
 
	 続いて②Presque Rien a. Filles chemise.jpg のファイルに移る。このファイル名にもジャケ
ット chemise という言葉があり、①chemise carton 001.jpg 同様に指示書の表紙であるようだ。
                                            
36 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Presque rien avec filles,” http://lucferrari.com/catalogue/1993-2/ accessed 
July 4, 2018. 











3-3-2-3. 舞台設置の指示  
 
	 ③PRESQUE RIEN AVEC FILLES.Technique – copie （フォルダ）の中には、前項で取り
上げた創作作業のためのスケッチ 3 ページ（Technique 006.jpg、Technique 007.jpg、Technique 
008.jpg）以外に、Technique 001.jpg から 012 までのファイルが格納されている。002 と 005
が欠けているが、001、003、004、009、010、011、012 の七つの JPEG ファイルがある。
そのうち最初の三つが舞台設置の指示書となっている。まずはこの三つを見ていく。 
	 Technique 004.jpg のファイルには、右上に 1 とページ数が記されているので、これが舞
台設置の指示書の最初のページであるようだ。最上部に「1994 年 6 月版 Version juin 94」
と下線付きの大きな文字、その下には「イゴール・リンツ・マウエスへ à igor Lintz Maués」、
行を変えて「リュック・フェラーリ：少女たちとほとんど何もないのための照明 Luc Ferrari: 






Igor Lintz-Maués (1955-) はブラジル出身の作曲家である。この作曲家についての情報が少
なく、改めて調査する必要があり、現時点ではやむなく Wikipedia に依拠してしまうのだ
が、1990 年代以降は欧州で活動し、フェラーリ、クシシュトフ・ペンデレツキ Krzysztof 
Eugeniusz Penderecki (1933-)、イアニス・クセナキス Iannis Xenakis (1922-2001)らと共に仕
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事をしたとされている38。1994 年 6 月 23、24 日の《少女たち》フランス初演のパンフレッ
トにリンツ＝マウエスの名前はないが、《少女たち》ダンス付き上演を計画するにあたっ
て彼が何らかの形で関わった可能性があろう。さて、このスケッチについては、次のスケ
ッチ Technique 003.jpg を照らし合わせると理解しやすい。 
                                            
38 Wikipedia, s.v. “Igor Lintz Maués,” last modified March 28, 2018. 
https://de.wikipedia.org/wiki/Igor_Lintz_Mau%C3%A9s. accessed October 2, 2018. 
図 29：《少女たち》スケッチの一部（Technique 004.jpg）。 
プレスク・リヤン協会所蔵。 
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	 舞台設置の指示書の 2 ページ目、最上部中央に 2 と書かれた Technique 003.jpg のスケッ
チは、手書きではなくタイプされたものであり、以下の内容がフランス語で記されている。 
 
A = スライド映写機 
方向を変えられるテーブルの上に。四つのスポットライトを備える 
（私はこれら全てを持って行きます） 
B = 投影は幅 3 メートル程のベルトから吊るされる黒いカーテン（黒幕の一種）
に行われる 
C = 地面に置いた一台の投光器、琥珀色 





以上が Technique 003.jpg のスケッチにある指示である。この A〜D というのは、Technique 








に C と D は舞台下手側の床に直置きされた投光器の指示である。琥珀色の C が Technique 





                                            
39 2017 年 9 月 25 日、モントルイユのフェラーリ邸にてブリュンヒルド・フェラーリ夫人への取材。 
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	 舞台設置の指示書の最後は Technique 001.jpg のスケッチである。これは左半分が方眼紙
となっており、左上に丸数字で③と、A のスライド映写機と四つのスポットライトの絵が
手書きで描かれている。Technique 004.jpg 下部の絵からアップデートされ、Technique 
































- No.1 - ダンサーがスライドを交換しに来た時に彼女を照らす 








以上が Technique 001.jpg の右側にタイプされた指示である。「次のページの図面」は左側
に描かれた設置図（Technique 001.jpg 図 30）のことではないだろうか。可動式テーブルに
取り付ける四つのスポットライトが「懐中電灯のように小さな投光器」であり、そのうち

















3-3-2-4. スライドとダンスの指示  
 
	 ③PRESQUE RIEN AVEC FILLES.Technique – copie （フォルダ）の中にある残りの四つ、
Technique 009、010、011、012.jpg のファイルは、スライドとダンスのインストラクション
である。また、④PresqueRienFilles fran. （フォルダ）には Presque Rien a.Filles 015〜023.jpg
の九つの JPEG ファイルが格納されている。これらはスライドに投影されたフランス語の
テキストであり、2 枚のスライドが 1 ページにまとめてレイアウトされている。一部、重
複と欠落がみられた。fran.とわざわざフォルダに名付けられていることから、やはりドイ
ツ語版のテキストも存在し得たと想像できる。 
	 以下にスライドのテキストを記す。それらは Technique 009、010、011、012.jpg の指示
書にも記載があり、Presque Rien a.Filles 015〜023.jpg のテキストとは、頭文字が大文字か
小文字かの違い、前置詞の有無、改行位置の違いなどが一部ある。しかし Presque Rien 
a.Filles 015〜023.jpg には重複と欠落があるため、ここでは Technique 009、010、011、012.jpg
に依拠して示す。Presque Rien a.Filles 015〜023.jpg のテキストと大きく異なる場合のみ、
和訳の後に→で付記する。改行は「/」で示す。D.1〜20 まであり、「D」は Diapositive つま
りスライドの意味である。 
 
D.1 presque rien...（ほとんど何もない…） 
D.2 noir（暗闇＝テキストなし） 
D.3 avec filles（少女たちと共に） 
D.4 noir（暗闇＝テキストなし） 
D.5 Toscane / village avec pigeons（鳩たちとトスカーナの村） 
D.6 orage toscan（トスカーナの雷雨→Orage toscan dans un paysage 風景の中にトスカーナの
雷雨） 
D.7 carrière de / travertin（トラバーチンの採石場） 
D.8 “vent”（「風」→”Il y a du vent” dit-il「風が吹いている」と彼は言う） 
D.9 Forêt / strasbourgeoise（ストラスブールの森） 
D.10 oiseaux（鳥→On entend des oiseaux 鳥の声が聞こえる） 
D.11 Vallée de la / Faveur（好意の谷）	 	  
D.12 grillons / de toscane（トスカーナのコオロギ） 
D.13 Filles de jour（昼間の少女たち） 
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D.14 Filles de nuit（夜の少女たち） 
D.15 plusieurs filles / invisibles（姿を見せない何人もの少女たち） 
D.16 grand / chambardement（大きな混乱） 
D.17 Presque de la Forêt（ほとんど森から） 
D.18 Bruit de l’observateur（観察者のノイズ） 









	 Technique 009、010、011、012.jpg の指示書を参照しながら、テキストに加えて照明、ダ
ンスの動きと共に確認していく。010 は 009 を清書したもののようで、ほぼ同じ内容がタ
イプされている。010 以外は手書きで書かれたものだが、タイプした清書も作られ、ダン










図 32：《少女たち》スケッチの一部（Technique 010）。プレスク・リヤン協会所蔵。 
 
 
図 31：《少女たち》スケッチの一部（Technique 009）。プレスク・リヤン協会所蔵。 





ンサーへの指示には「とても長い静止 Immobilité très longue」とある。音楽はまだ開始され
ず、舞台は上を向いた小さなスポットライトのみの僅かな灯りで静かに《少女たち》の上
演が始まる。スライドは「D.1 presque rien...（ほとんど何もない…）」、「D.2 noir（暗闇＝テ
キストなし）」、「D.3 avec filles（少女たちと共に）」、「D.4 noir（暗闇＝テキストなし）」と















るが、これは「オートバイ mobylette」のタイポか。楽曲冒頭の pigeons らしき音響の後、1
分 04 秒付近のところで聞こえたバイクの走行音のようなものを示しているのではないか
と思われる。そして、照明とダンサーにも次の指示が与えられる。「No.1」に加えて「No.5」、
「No.2」の照明が追加され、そこでダンサーは「奥へと向かって行く elle va vers le fond」、
続いて「彼女は戻ってくる elle revient」。その右横には図 33 のように小さな四角と曲線で、
ダンサーの動き方を示したようなイラストが挿入されている。続くスライドは「D.6 orage 
toscan（トスカーナの雷雨→Orage toscan dans un paysage 風景の中にトスカーナの雷雨）」だ。






戻ってくる – 円の四分の一 va et vient – 1/4 de cercle」と平面上の動きの指示があり、それ
は「普通の歩行 marché ordinaire」として「一度 1 Fois」のみ行われる。そして、スライド
が「D.7 carrière de / travertin（トラバーチンの採石場）」に切り替わった箇所の右端には「2




















	 次に「D.8 “vent”（「風」→”Il y a du vent” dit-il「風が吹いている」と彼は言う）」のスラ
イドに交換される。右端には「3分」、シーケンス 1のスケッチにも同じく 3分の箇所に「vent」
の記述があった。この dit-il の「彼 il」はフェラーリ本人であるはずだが、三人称で提示さ
れている。ダンサーという第三者、そして照明やテキストといった複数の要素が混入した
ことで、音楽そのものにあった私的で親密な目線からはやや距離を置いた別の地点へ身を
移したことが宣言される。そして「D.9 Forêt / strasbourgeoise（ストラスブールの森）」。ト
スカーナや、トラバーチンが想起させるイタリアの地から、フランス国内のストラスブー
                                            





のスライド「oiseaux（鳥→On entend des oiseaux 鳥の声が聞こえる）」を《第二番》でフェ
ラーリが呟いた「夜の鳥の声が聞こえる J'entends bien des oiseaux de nuit」と比較してみた
い。《第二番》では主語が「私 Je」だったのに対し、ここでは、「私たち」あるいは不特定
の人々をも表し得る主語「On」を選んでいる。この選択も「vent」の際に言及したのと同





「7 分」の後にスライドは再びトスカーナへ舞い戻り、「D.12 grillons / de toscane（トスカ
ーナのコオロギ）」の鳴き声が聞こえる。クジャクの高らかな鳴き声が響き、シーケンス 2
へと移る 7 分 48 秒では、女性の話し声が始まる地点で「D.13 Filles de jour（昼間の少女た
ち）」のスライドが投影され、「8 分 30 秒」には「D.14 Filles de nuit（夜の少女たち）」に交
換される。フェラーリは女性たちの声に昼夜の情景を重ね合わせていたのだった。そして
「D.15 plusieurs filles / invisibles（姿を見せない何人もの少女たち）」と続く。フェラーリは
夫人と共に木陰から彼女らを「覗き見」していたのではなかったか。姿を隠していたのは
リュックとブリュンヒルドではなかったか。フェラーリはこのようにイメージに様々なズ
レや亀裂を生じさせ、受け手の混乱を楽しんでいるかのようである。「11 分 35 秒」には照
明が「Tutti」となり、スライドは「D.16 grand / chambardement（大きな混乱）」、ダンサー
への指示には「荒々しく Violence」とある。金属的な電子音が激しく鳴り響く付近だ。シ
ーケンス 2 の「サンバのクイーカのような」鼻歌が歌われている「12 分 15 秒」には「D.17 
Presque de la Forêt（ほとんど森から）」、これはシーケンス 2 のスケッチにもあった記述で
ある。フェラーリ夫妻が隠れてガサゴソと動いていた物音が聞こえる「13 分」には「D.18 
Bruit de l’observateur（観察者のノイズ）」のスライドが映され、やはりここで「観察」して
いた「誰か」の存在を仄めかしている。「13 分 37 秒」、フェラーリの呟きがテキストとし
て剥き出しになり（スライド「D.19 caché dans un arbre（木の上に隠れて）」）、そしてダン
                                            
41 Pierre Claudé, “France et Hugues Siptrott,”Association des professeurs de langues vivantes, Bulletin n° 55 - 
Novembre 1997, http://averreman.free.fr/aplv/num55-frames.htm accessed July 7, 2018. 
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	 続く《ほとんど何もない》が作曲されたのは、《少女たち》が完成した翌年の 1990 年か
ら 98 年である。《少女たち》では付されなかった番号と副題が復活し《ほとんど何もない
第四番 村への登坂》と名付けられた。電子音響音楽作品である四つの《ほとんど何もな
い》の四番目であり、最初で最後の Sons mémorisés としての《ほとんど何もない》となる。
序章で述べた通り、フェラーリは《ミシェル・ポルタルの肖像》(1994-95) 以降、媒体の
変化や彼のこだわり故に、自身のフィックスト・メディアの作品形態に対し、Sons 










師事したメシアンは 1992 年にこの世を去り、GRM の創設で協働したシェフェールも 1995
年に逝去した。フェラーリは 60 代、十分に大御所の域に達していた。1990 年には交響的
作品《快楽と悲嘆の物語 Histoire du plasir et de la désolation》(1979-81) でクーセヴィツキー
賞受賞、1991 年にはヘールシュピール《盲人の階段 L'escalier des aveugles》(1991) で二度






                                            
































                                            




























ィーナスの感激 Les émois d'Aphrodite》(1986-98)とされている。器楽と電子音響のためのミ
クスト作品であり、この Sons mémorisés パートをアトリエ・ポスト＝ビリッヒで制作した。





《第四番》は Sons mémorisés による作品として、「スタジオ・ポスト＝ビリッヒ」で制作
したとされている。これは脚注 4 に示したように 1996 年に命名したスタジオで、パリ 11
区の「アトリエ・ポスト＝ビリッヒ」とは別物のはずだが、作曲最中にアトリエが完成し
ていたならば、ここでも《第四番》のための作業が行われたに違いない。 
























                                            
5 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Presque rien n° 4. La remontée du village,” 












	 《第四番》の音響素材が録音されたイタリアのヴェンティミリア Ventimiglia も、フラン















                                            




















                                            
7 2017 年 9 月 25 日、モントルイユのフェラーリ邸にてブリュンヒルド・フェラーリ夫人への取材。 











「カテドラルは見ましたか？L'avete vista la Cattedrale ?」 
「ええ Sì.」 
「良いでしょ E bella eh?」 
「そうですね Sì.」 
 
                                            
8 フェラーリ「センチメンタル・テールズ」155 頁。 
図 35 Cattedrale di Santa Maria Assunta 
2017 年 9 月 20 日、ヴェンティミリアにて筆者撮影。 
図 36：ヴェンティミリアの坂道。 
























分 16 秒） 
 





提案する（0 分 30 秒）。 
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語で「ワイン Du vin」と呟く（5 分 03 秒）。すると店員が「こんにちは Bonjour」とフラン
ス語で挨拶する。フェラーリはイタリア語で「こんにちは、ワインですか Buongiorno, vino?」
と応答する。店員はイタリア語訛りのフランス語で「試してみますか Vous voulez goûter?」
と夫妻に尋ねるが、彼らは「結構です、ありがとう No grazie」とイタリア語で答える。「と







「こんにちは。お名前は？Buongiorno, come ti chiami?」 
「パトリチア Patrizia.」 
「何歳？Quanti anni hai?」 
「6 歳 Sei.」 
 
さらに母親を呼ぶ子供の声や「紙をこうやって捨てたらダメでしょ、千回も言っているじ











































震えが確認された。そして 2017 年 7 月 22 日に、ブリュンヒルド夫人より《第四番》のた
めのスケッチも電子メール経由で受け取った。これらは全て手書きであり、前作のように
上演のための指示書ではなく、完全に創作のメモである。フォルダには下記の 14 個の JPEG
ファイルが格納されていた。アルファベット順で並べる。 
 
①La remontee du essais titres 1990-1998,jpg 
②La remontee du village 1990-19981.jpg 
③La remontee du village 1990-19982.jpg 
④La remontee du village 1990-19983.jpg 
⑤La remontee du village 1990-19984.jpg 
⑥La remontee du village 1990-19985.jpg 
⑦La remontee du village 1990-19986.jpg 
⑧La remontee du village 1990-19987.jpg 
⑨La remontee du village 1990-19988.jpg 
⑩La remontee du village 1990-19989.jpg 
⑪La remontee du village 1990-199810.jpg 
⑫La remontee du village 1990-199811.jpg 
⑬La remontee du village 1990-199812.jpg 
⑭Remontée village chemise.jpg 
 











のスケッチでは比較的短い縦線が目立ち、3 ページ目までは最も長い線でも 1 分間程度の
ものだ。かといって、聴覚上細切れに聞こえるわけではない。また、シーケンスの分割は
示されておらず、《第四番》が収録されている CD でもトラックには分割されていない。ス
ケッチでは「4 分」、「6 分 43 秒」、「9 分 50 秒」の三ヶ所に下線が引かれているが、大きく
場面が変わるような箇所でもなく、作業上のメモと思われる。これまで扱った 3 曲では、
フェラーリ自身が明確にシーケンスを三分割していたが、《第四番》では明記がない故、
様々な見解があり得るだろう。筆者は、冒頭から「Du vin」とフェラーリが呟く 5 分 03 秒
まで、音楽的要素と人々との会話が主となる 12 分 21 秒まで、同一の音楽的音響が続く最
後の 3 分半、の三つの部分＝シーケンスに分けられると考える。 
	 ⑥La remontee du village 1990-19985.jpg は水色の升目の 1mm 方眼紙を横方向に用いてお
り、「雌牛 Vaches」、「ホロホロチョウ Pintadas」、「Autobande 1」などの横に数字と横線が
ひかれている。数字は「15’59. 494」のように、何分何秒の後に 3 桁の数字が書かれており、
これは DAT のテープ・カウンターではないかと思われる。ヴェンティミリアで録音した
テープのメモのようだ。 
	 ⑦La remontee du village 1990-19986.jpg から⑪La remontee du village 1990-199810.jpg は、
升目のない白い用紙に文字と数字が書かれたスケッチである。このうち⑪La remontee du 
village 1990-199810.jpg は後述する他作品（ヘールシュピール《感傷的な物語 第五回：村
への登坂あるいは尻尾を掴まれた音たち》）のスケッチとして書籍に掲載されており9、最
上部には《第四番》副題の一部「La remontée」が書かれている。いずれもテープ編集のた
めの覚え書きのようだ。⑦La remontee du village 1990-19986.jpg と⑨La remontee du village 
1990-19988.jpg には日付が記されており、前者が「1998 年 6 月 18 日」、後者が「1998 年 6
月 14 日」とされている。創作の実質的な作業を行っていた時期がこのメモから確認でき
る。日付のない⑧La remontee du village 1990-19987.jpg にようやく「Presque Rien n ̊4」と題
                                            




	 ⑫La remontee du village 1990-199811.jpg と⑬La remontee du village 1990-199812.jpg は②
La remontee du village 1990-19981.jpg から⑤La remontee du village 1990-19984.jpg と類似し
たスケッチで、縦線、時間数、音響内容が書かれたものである。異なるのは、縦線が 1 列
のみであることだ。このスケッチ最上部中央には「La Remontée Brouillon 登坂 下書き」の
文字が四角い枠で囲われている。《第四番》の題名の表記はない。ヴェンティミリアで録




図  37：《第四番》スケッチの一部（La remontee du village 1990-199811.jpg）。プレスク・リヤン協会所蔵。 
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4-3-1-1. シーケンス 1（0 分 00 秒〜5 分 03 秒）  
 
	 ②La remontee du village 1990-19981.jpg から⑤La remontee du village 1990-19984.jpg の 4
ページのセットを参照しながら、三つのシーケンスごとに少し見ておきたい。 
	 最初のページの最上部には「オリジナルのモンタージュ Montage original」と、判読が難
しいが「何も音がない sons rien」だろうか（図 38）。そして「00 秒」に「moto」、「17 秒」
に「non là c’est trop dur」、「30 秒」には「on passe par TV」とある。後者二つはフェラーリ
が夫人に話しかけた言葉であり、最後の一つは「テレビの道を行こう On passe par la rue de 
la télévision.」を略記している。実際の楽曲で聞かれる音響がおおよそその通りに書き記さ
れており、このシナリオに沿ってフェラーリが作品を構築する作業を進めたことが分かる。
右横を見ると、「sons rien」の下に縦線、さらに別の短い縦線 2 本が右にある。一つには「た




	 1 分の少し手前、「on passe par TV」の下には「TV」とだけ書かれている。ここでは、先
にも触れた通りテレビ・ドラマか映画のワンシーンで夫婦喧嘩をしているような男女の激
しいやり取りが聞かれる。くぐもった話し声は、その手前に聞こえたフェラーリ夫妻の会










4-3-1-2. シーケンス 2（5 分 03 秒〜12 分 21 秒）  
 
















題としたい。さて、「Musique LF」最初の三箇所（5 分 44 秒、6 分 43 秒、8 分 25 秒）とス
ケッチには記載のない 10 分 52 秒から登場するのは同じモチーフで、楽器音ではなくシン
セサイザーで演奏したような鈍い低音による同音型の反復が 30 秒間ほど続く。現れる度
に音量を増しており存在感を強めていく。8 分 25 秒では高音の金属的な音響も加えられて









4-3-1-3. シーケンス 3（12 分 21 秒〜16 分 00 秒）  
 
	 12 分 21 秒から三番目のシーケンスとなるが、スケッチの④La remontee du village 
1990-19983.jpg と⑤La remontee du village 1990-19984.jpg を見ると、12 分 21 秒から 16 分ま
で、一本の長い縦線が続き、13 分 35 秒の時点で他の列は姿を消している（図 39）。中年
男性の陽気な歌や笑い声、足音や生活の音、そして同一の「音楽」が続く部分である。結
尾に大きく「16 分」と枠で囲った横に、「オリジナルの時間は最終決定 Temps de l’original 
definitif」と下線付きで書かれている。楽曲は、電子音とヴェンティミリアの環境音が共に
フェードアウトして終結する。 





	 ⑭Remontée village chemise.jpg のスケッチに着目したい。全体を掲載する（図 40）。赤い
用紙に青と黒のインクで書かれている。ファイル名は「ジャケット chemise」だが、シナ
リオの表紙にしては雑然としている。日付がいくつも記され、作品名を試行錯誤した痕跡
が残されている。最も古い日付は、黒インクで右上に書かれた「1990年 8月に開始 commencé 
en Août 1990」の記述だ。ヴェンティミリアで録音を行った時期ではないかと考えられる。
用紙の一番上の青インクによる記述をまずは確認すると、二番目に古い日付の 1998 年 5
月の記述が右上にあり、左側には「村への登坂 La Remontée du Village」と《第四番》の副
題が書かれている。その下の「Presque Rien n ̊4」には取り消し線がひかれ、「あるいは騙し
絵の現実 ou La réalité en trompe l’œil」と続き、作品名を推敲した形跡がみられる。「Presque 







	 スケッチに戻ると「ou La réalité en trompe l’œil」までで一旦四角く囲われているのが分
































新たな作品名候補か、青インクで「Montrer - cacher ou Presque Rien n ̊4」と書かれて、四角






る。四角い枠のすぐ下に再び青インクで「Je déteste les sons naturels」が、今度は二重引用
符付きで記され、下線も引かれている。右横には 1998 年 6 月 6 日の日付が確認できる。
この日付は黒インクで書かれているので「Vraie ou fausse」を追記した時点の日付である可
能性も考えられるが、いずれにしても最上部の 1998 年 5 月よりも後に検討を重ね続けて
いた形跡が見られるのである。 
	 更に、下線の下を見ると 1998 年 6 月 19 日の日付と共に「最終ミキシング Mixage final」、
「16 分」と黒インクの書き込みが確認できる。16 分は《第四番》実際の楽曲のデュレー




                                            
10 フェラーリ「センチメンタル・テールズ」163 頁。 
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青インクの箇所は、取り消し線がひかれた「Presque Rien n ̊4」がない以外は最上部と同様
で「村への登坂 あるいは騙し絵の現実 La Remontée du Village ou La réalité en trompe l’œil」、
黒インクで書かれているのは、また新たな表現で「作家自身による村への登坂の混乱した
記憶 1990〜98 年 Souvenir perturbé d’une Remontée du village par l’auteur même 1990-1998」と
1998 年 7 月 15 日の日付である。しかし実は、同じ日付のある、この一文も含めた別のス
ケッチに、再び「Presque Rien」の文字が登場する。 
	 それは①La remontee du essais titres 1990-1998,jpg のスケッチである。「題名の試作」とフ
























































るいは尻尾を掴まれた音たち La Remontée du Village ou Les sons attrapés par la queue》とい























                                            
11 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Conte Sentimental N° 5,” 
http://lucferrari.com/analyses-reflexion/conte-sentimental-n-5/ accessed July 15, 2018. 
































                                            




























                                            
14 同前、163 頁。 
15 同前、156、158 頁。 
16 この博物館だろうか。左肘をついたレリーフの一部を写真で見ることができる。Museo Etrusco 
Guarnacci, http://www.comune.volterra.pi.it/museo-etrusco-guarnacci. accessed July 16, 2018. 






























                                            
18 コー、44 頁。 
19 Ferrari, “I was Running in So Many Different Directions,” op. cit., p. 97. 
























その 8 年前に完成されたヘールシュピールには該当しないのだ。 







































                                            
22 同前、159 頁。 































                                            
24 同前。 






























                                            


















語 第五回：村への登坂あるいは尻尾を掴まれた音たち》、もう一つは最初で最後の Sons 






















リー映画、ヘールシュピールの 1 シーケンス、ミクスト作品 2 作について、簡単にいくつ







	 最初の《ほとんど何もない》から 3 年後、フェラーリは自らが監督した映画に《ほとん
ど何もない》と命名した。《第二番》の前に作られた二つ目の《ほとんど何もない》は、
南西ドイツ放送委嘱により制作されたドキュメンタリー映画《ほとんど何もないあるいは
生きる欲望 Presque rien ou le désire de vivre》(1972-73)である。 
	 映画を監督するということは作曲家の表現手段としては異例だが、他にも彼は 1960-70
年代に複数の映画作品を手掛けた。1962 年にジャック・ブリソ Jacque Brissot と共同名義
で監督し、音楽も作曲した《各国はその偉人を祭る Chaque pays fête son grand homme》を
発端とし、1972-73 年の《ほとんど何もないあるいは生きる欲望》まで、TV のためのドキ
ュメンタリーを含め 6 作の映画に監督として携わった。6 作といっても、ORTF 制作の《大
いなるリハーサル Les Grandes Répétitions》(1965-66) は五つの、《ほとんど何もないあるい
は生きる欲望》は二つのドキュメンタリーを擁し、実質的には 10 を超える映画・TV ドキ
ュメンタリーを監督したことになる。同時期に彼は作曲家として映画音楽の仕事を行うこ
とも多かった。青版カタログに記録がある最も古いものとしては 1958 年、1 分 28 秒のご
く短いミュジック・コンクレート作品《カプリコン Capricorne》が「視聴覚作品に現れる
ために作曲された歌 Chanson composée pour apparaître dans une œuvre audiovisuelle」とされ
                                            





ある。翌 1959 年にはピョートル・カムレール Piotr Kamler 監督の抽象的実験映画《連続 不




















	 この映画は《第一部：コース・メジャン Première partie : Le Causse Méjean》、《第二部：
ラルザック高原 Deuxième partie : Le Plateau du Larzac》の二部構成で、それぞれがおよそ 1
時間の作品である。現在は SWR に統合されたかつての南西ドイツ放送 SWF より、フェラ
ーリに TV 放映のための映画制作の委嘱があり、創作された。メジャン、ラルザックは南
仏の山岳地帯に位置する地の名前である。これらの「場所」を映画の舞台とし、そこで当
                                            
2 フェラーリが作曲した映画音楽の一部が集められ、2017 年に 3 枚組 CD、COMPLETE MUSIC FOR FILMS 
1960-1984 がベルギーの Sub Rosa から発売された。そこには、最後の映画音楽作曲となった《マチュー
の眼 Les yeux de mathieu》(1984)や、70 分を超える大作《クロノポリス Chronopolis》(1981-82)などが収録
されている。 




（ブールジュ実験音楽グループ Groupe de musique expérimental de Bourges）のスタジオに
招かれて作曲を行い5、GMEB がこの映画の共同製作としてクレジットされている。 
 
図 41：2014 年 10 月に開催されたフェラーリの映画上映イベントのフライヤーの一部。 







                                            
4 ブリュンヒルド・フェラーリ夫人からの電子メール。2015 年 2 月 13 日受信。 
5 同前。 
6 フェラーリが音楽を手掛けた映画《アベス広場 Place des Abbesses》(1977) の監督エリカ・マグダラン




















農家に泊まることとなった Sie haben bei einem Bauern ein Zimmer gefunden. / 彼らはルポル
タージュを行っている Sie machen eine Reportage. / 農民たちに問いかけて Sie befragen die 






の電子音響音楽《春景色のための直観的小交響曲 Petite symphonie intuitive pour un paysage 
de printemps》 (1973-74) である。この楽曲の作品解説をみると、映画音楽として作曲され
                                            
7 ブリュンヒルド・フェラーリ夫人からの電子メール。2015 年 2 月 13 日受信。 
8 2014 年 10 月 23 日プレスク・リヤン協会日本支局ブログ 






























                                            
9 Luc Ferrari. liner notes to “Petite symphonie intuitive pour un paysage de printemps,” in Acousmatrix 3. 













	 1981 年 9 月から 1982 年 4 月にかけて創作された《いま あるいは私の日常生活は、場所
と時間の混乱の中にある Jetzt, oder wahrscheinlich ist dies mein Alltag, in der Verwirrung der 
Orte und der Augenblicke》（以下、《いま》と略記）は、12 のシーケンスからなるヘールシ
ュピールである。フランクフルトのヘッセン放送ヘールシュピール部門による制作で、
2012 年にはドイツのレーベル WERGO より三枚組 CD として発売された。この CD はカー
ルスルーエのZKM (カールスルーエ・アート・アンド・メディア・センター Zentrum für Kunst 














                                            









ついて語っているのである。17 分 17 秒あるこのシーケンスの、3 分 41 秒から聞かれるモ





































スト作品である。時は既に 21 世紀、フェラーリは 70 代を迎えていた。2001 年 4-11 月に
作曲された《楽器とほとんど何もない Presque Rien avec Instruments》は《概念の開拓
Exploitation des Concepts》シリーズの 5 作目にあたり、青版カタログには《ほとんど何も
ない第五番》と書かれている。作品形態は「増幅された 15 の楽器と記憶された音のため





が再生される。この楽曲では、テープ・パートを Sons mémorisés と呼んでいる。二人の音
楽家ノエル・アクショテ Noël Akchoté (1968-)、ロラン・オゼ Roland Auzé (1964-) とフェラ
ーリによる「ネオ即興 néo improvisé」のセッションを録音したものである。録音は回路の
詩神協会の「ジョン・ケージ・スタジオ」にて行われ、ミキシング作業までをクリストフ・
ハウザー Christophe Hauser が手がけた。一度きりの録音であった13。三人の「ネオ即興・
セッション」には、幾つかのルールが設定された。それは「可能な限り機材の認識を少な
く」、「マイクロフォンの空間で演奏する」、「クローズアップするためにマイクは手に持つ」、
                                            
13 Luc Ferrari, Analyses&Réflexions, “Presque rien avec Instruments,” 












ほとんど何もない》は 2004 年 4 月 6 日にパリで初演された。演奏の録音は出版されてい
ない。そこで筆者は、2014 年 6 月 16 日に回路の詩神協会から初演の録音を、2014 年 7 月
15 日にブリュンヒルド夫人から楽譜のスキャンデータとテープ・パート＝Sons mémorisés
の九つの録音を入手した。 
	 演奏録音は 29 分 06 秒、楽譜のフォルダには 70 の JPEG ファイルが格納されている。表
紙、作品解説がタイプされた 1 ファイル、テキストによるインストラクション 2 ファイル、









                                            
14 Luc Ferrrari, “Exploitation des Concepts (1999-2002),” in Musique dans les spasmes, edited by Brinhild Ferrari 





















返す必要がある si par défaut du synchronisme les sons mémorisés n’étaient pas fini, alors il 
faudrait répéter les deux derniers temps indiqués jusqu’à leur achèvement」と指示されている。
Sons mémorisés を再生しながら器楽を演奏するが、時間に柔軟性をもって演奏することが
許可されている。 
	 Sons mémorisés のパートを追っていくと、冒頭に「CD1」とあり、「CD8」のみ記載が欠
けているが、「CD2」（4 分 45 秒手前）、「CD3」（7 分 50 秒手前）、「CD4」（10 分 15 秒）、「CD5」
（13 分 50 秒手前）、「CD6」（18 分過ぎ）、「CD7」（21 分 50 秒過ぎ）、「CD9」（26 分 20 秒







奏者に現時点で再生されている Sons mémorisés がどの地点なのかを指し示すものとしてあ
る。 













	 作品群最後となる《ほとんど何もないの後で Après Presque Rien》は、フェラーリ逝去前
年の作品である。CCMIX（パリ）、Musiques Nouvelles（ブリュッセル）、Art Zoyd（ヴァラ
ンシエンヌ）による委嘱、ヨーロッパ連合基金 Feder Interreg III の支援を受け、2004 年 4-11
月にかけて作曲された。楽譜は Éditions Pierre Neuray より出版されている。初演は作曲家
が世を去った翌年、2006 年にブリュッセルで行われた。2011 年にニューヨークの mode 





















                                            
17 Luc Ferrrari, “Après Presque Rien (2004),” in Musique dans les spasmes, edited by Brinhild Ferrari and Jérôme 
Hansen. (Dijon, Paris: les presses du réel, 2017), p. 175. 

















	 筆者は 80 ページに亘る総譜と、サンプラーのためのパート譜 10 ページ分ならびにテク
ニカル・ライダーをブリュンヒルド夫人より 2014 年 5 月 27 日に入手した。総譜を見ると










                                            
19 同前、197 頁。 
20 同前、199 頁。 
21 椎名「リュック・フェラーリ小伝」259 頁。 
22 Luc Ferrrari, “Après Presque Rien (2004),” op. cit., p. 175. 
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譜例 3：《ほとんど何もないの後で》総譜 16 ページ。プレスク・リヤン協会所蔵。 
 156 
	 二つのサンプラーそれぞれに、1〜17 まで五線譜に記譜された音符による指示がある（譜
例 4）。該当する番号がふられた箇所で、サンプラーとして使用する MIDI キーボードの該
当する鍵盤を「演奏する」ものであろう。例えば 46 ページ目ではサンプラー1、2 共に「5」




















と演奏録音を収録した CD の時間数で記すと、概して以下のような構成となる（表 4）。各













	 このように冒頭は器楽のみ、そして Sons mémorisés のみの部分が提示され、続いて両者
が「合奏」される。その後再び器楽のみに戻り、Sons mémorisés の代わりにサンプラーの
演奏が器楽に加わる。終盤はサンプラーが姿を消し、器楽と Sons mémorisés の「合奏」で
楽曲は幕を下ろす。30 ページからの器楽のみによる移行部を挟み、サンプラーが加わる地







Luc Ferrari / Après Presque Rien
































6-1-1. オマージュ・コンサート  - 2015 
 
	 2015 年 8 月 22 日、フェラーリがこの世を去ってちょうど 10 年が経った日である。南仏
ドローム Drôme 県にある小さな町クレ Crest で毎年開催されるアクースマティック芸術の
ための国際音楽祭 Festival Futura は最終日を迎えていた。このフュチュラ音楽祭が行われ
るクレは、パリから列車やバスを乗り継いで 4 時間ほどのところにあり、エスパス・スベ















は、ピエール・シェフェールによる 1958 年の作品《活気付いた音のエチュード Étude aux 

























                                            




図 42 ：Festival Futura 2015 コンサート会場。多数のスピーカーが客席を取り囲んでいる。 
2015 年 8 月 20 日、クレ（フランス）にて筆者撮影 
 162 
 
図 43：Festival Futura 2015 にて配布された最終日 8 月 22 日のパンフレットの一部。「コンサート 6」は「コ
ンサート 20」の間違いとみられる。「コンサート 17」では筆者の作品も演奏された。 
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	 三日間にわたったこのフュチュラ音楽祭 2015 では、20 のコンサートと一つの Nuit 




























                                            

















































6-1-2. フェラーリ特集コンサート  - 2001 
 
	 フュチュラ音楽祭では 2001 年にフェラーリ特集を行い、2015 年と同じように《ほとん
ど何もない》電子音響音楽全 4 作もプログラムに含まれていた。この年はエスパス・スベ
イランのみならず、クレのランドマークである塔 Tour de Crest も会場として用いられた。
フェラーリ作品以外にも数名の招待作曲家作品があったが、彼はメイン・ゲストとして迎
え入れられ、フェラーリ本人がこの音楽祭に出席した。2001 年 8 月 13 日から 19 日にわた
って開催され、17〜19 日に 25 のコンサートと一つの Nuit Blanche がエスパス・スベイラ
ンで行われたほか、塔には会期全日程 10〜19 時の間、フェラーリの《音楽散歩 Music 
Promenade》(1964-69) がインスタレーションとして展示され、5 曲のヘールシュピールが
上演された。それらを含むフェラーリの電子音響音楽作品新旧 32 曲──最初のミュジッ





究』九州大学博士論文、2015 年、88-89 頁。 
6 ラボワソン氏本人の自筆によるもの。2017 年のフュチュラ音楽祭の際に複写を入手した。 
7 檜垣、『アクースモニウムを用いた電子音響音楽の上演に関する研究』95 頁。 
 166 
ク・コンクレート作品である《偶発音のエチュード Étude aux accidents》(1958) から、2000
年作曲の《遺伝子組み換えアーカイヴ 概念の開拓 3  Archives Génétiquement Modifiées 
Exploitation des Concepts 3》まで──がこの音楽祭に登場した。ほとんどがフェラーリ作品
単独のコンサートではなく、他作曲家の作品を交えたコンサートにプログラムされた。《ほ
とんど何もない》電子音響音楽 4作は、作曲された順に一つのコンサートで演奏された 2015
年と異なり、2001 年の音楽祭では《第四番》が 17 日金曜の昼間、《第二番》が 18 日土曜
の昼間、《少女たち》が 18 日深夜から 19 日明け方まで行われた Nuit Blanche の深夜、《第






















                                            
8 ヴァンサン・ロブフ氏からの電子メール 2018 年 5 月 25 日受信。 
9 2002 年 11 月 27 日に書かれた、フェラーリからドゥニ・デュフールへ送られた手紙。 
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図 44：Festival Futura 2001 パンフレットの表紙。Motus 所蔵。 
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HANGEMENT DE LIEU, CHANGEMENT DE RYTHME :
CETTE ANNEE FUTURA REGROUPE L'ENSEMBLE DE
SES CONCERTS EN DEUX JOURS ET UNE NUIT SUR LA
RIVE GAUCHE DE LA DROME. LUC FERRAFTI EST
CONNU COMME L'INVENTEUB DE LA MUSIGIUE
NECDOTIGIUE" QUIEUT UN ECHO IMMEDIAT
ABORD... EN ALLEMAGNE. MUSIQUE ANECDOTIQUE,
ET NON PAYSAGE SONORE, UN GENRE QUI LUI EST
FONCIEREMENT ETRANGER. IL NE SOUHAITE PAS
DAVANTAGE ETRE QUALIFIE DE DESIGNER SONORE,
ET SE REVENDTQUE AVANT TOUT COMME COMPOSITEUR, UN
COMPOSITEUR QUITRAVAILLE AVEC LES SONS DU GTUOTIDIEN.
CES SONS, IL LES AGENCE PAR MONTAGE ET PAR MIXAGE, IL LES
TRANSFORME MAIS TFIES PEU: EN BON MUSICIEN CONCRET lL LES
LAISSE VIVRE JUSQU'OU LEUR NATURE LES CONDUIT - ET JUSQU'OU
IL A BIEN VOULU LES FAIRE VIVRE LORS DE SES PRISES DE SON.
UNE TECHNIGIUE GIU'IL MAITRISE PARFAITEMENT DEPUIS SES
DEBUTS : CADRAGE, PROFONDEUR DE CHAMP, SITUATION DANS
LESPACE, MONO OU STEREO,.. S'ILAIME JOUER DU HASARD, CE QUE
SES MUSIQUES REFLETENT BIEN, SON ECRITURE EST POURTANT
TOUJOURS PRECISE ET RAFFINEE, CLASSIQUE, MEME. EN UN
DIALOGUE PERMANENT ENTRE L'ABSTRAIT ET LE CONCRET, LE
DEDANS ET LE DEHORS, L'UNIQUE ET L'UNIVERSEL, IL TISSE
UNE CEUVRE QUI LAISSE CROIRE A TORT QU'IL N'EST QU'A PEINE
INTERVENU, AUXANTIPODES POURTANT DE LA NON/NIEFVENTION,
BEAUCOUP S'Y SONT LAISSES PRENDRE, SE REVENDIQUANT DE
LUI : AUTEURS DE PAYSAGESSONOBES, MUSIQUES D'AMEUBLEMENT
ET AUTRES SU ITES D' IMAGES RADIOPHONIQU ES. POU R AUTANT QUE
PIERRE SCHAEFFER DIT LUI-MEME DE SON CEUVRE : RESPONSABLE
DE LA TROUVAILLE PEUT-ETRE, CE QU'ILS EN FONT LES AUTRES,
C'ESTAUTRE CHOSE,..
DEN!S DUFOUR
I.LAPFIEMIEFiE, HETEROZYGOTE, DATEDE,1964 2.ENRELATIONAVECLAGALERIED'AFITLYDIEREKOW,
CETTE ANNEE QUATRE COMPOSITEUFIS INVITES : LUC FERRARI / FRANCE AVEC L,INTEGHALE DE SON
CEUVRESUFSUPPOHTAUDIO DAVIDALARCON/ESPAGNE BRUNOCAPELLE/FRANCE INGRIDDRESE/
BELGIQUE AVEC DES CONCEBTS/POBTRAITS. MISE EN ESPACE : MATHIAS SCHMtED",

































                                            













































た。《第四番》は唯一の Sons mémorisés としての《ほとんど何もない》であった。この後
フェラーリは電子音響音楽の《ほとんど何もない》を作曲していない。 















                                            
12 Ferrrari, “Exploitation des Concepts (1999-2002),” op. cit., p. 173. 
13 コー、229 頁。 
14 同前、223 頁。 
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15 コー、67 頁。 
16 Marty, op. cit., p. 67. 





























                                            
18 Tatjana Mehner, “Entretien avec Luc Ferrari,” in Portraits polychromes n˚1: Luc Ferrari, (2nd. ed. Paris: 
Ina-GRM, 2007), p. 47. 
19 Ferrrari, “Autour de Presque rien Entretien avec François-Bernard Mâche (1972),” op. cit., p. 80. 




























                                            
21 同前。 
22 椎名、フェラーリ「インタビュー 音楽の考古学 音楽的散歩者の冒険」43 頁。 
23 同前。 
24 同前。 
25 同前、44 頁。 
26 同前。 













































ていった。環境の音に対する眼差しはマリ ・ーシェーファーRaymond Murray Schafer (1933-) 
のそれとは異なる。シェーファーが唱えたサウンド・スケープ論に対してフェラーリは否
定的だった。かつてあった自然の音を覆い隠すような道路工事の音すら、フェラーリは美
しいと感じた28。彼がそう語ったのは 2003 年のインタビューだったが、それは 1960 年代
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